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『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
抄
訳
（
二
）
―
「
六
經
發
題
」
「
語
孟
發
題
」
訳
注
―
中
嶋
諒
・
福
谷
彬
一
は
じ
め
に
本
稿
は
、
南
宋
陳
亮
（
一
四
三
～
一
九
四
／
九
五
）
の
文
集
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
一
〇
所
収
の
「
六
経
発
題
」
、
「
語
孟
発
題
」
に
つ
い
て
、
訳
注
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
「
六
経
発
題
」、「
語
孟
発
題
」
は
、
乾
道
八
年
（
一
七
二
）、
陳
亮
三
〇
歳
、
二
度
目
の
科
挙
失
敗
の
後
、
郷
里
の
郷
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
時
期
の
著
述
で
あ
る
。
前
号
で
取
り
上
げ
た
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
が
陳
亮
最
晩
年
の
作
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
(
)1
れ
ら
は
比
較
的
早
年
の
作
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
さ
て
前
号
「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
が
、
陳
亮
の
思
想
は
、
そ
の
早
年
か
ら
晩
年
に
か
け
て
、
い
く
ら
か
の
推
移
が
見
ら
れ
る
と
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
訳
注
（
二
）
（
中
嶋
・
福
谷
）
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さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
ホ
イ
ト
＝
テ
ィ
ル
マ
ン
は
、
陳
亮
の
生
涯
を
、
①
乾
道
四
年
（
一
六
八
）
ま
で
、
②
淳
熙
五
年
（
一
七
八
）
ま
で
、
③
そ
れ
以
降
の
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
、
①
で
は
軍
事
戦
略
に
関
す
る
著
述
が
多
く
、
②
で
い
っ
た
ん
道
学
と
保
守
主
義
に
傾
斜
し
た
上
で
、
③
で
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
独
自
の
功
利
主
義
、
相
対
主
義
を
結
実
さ
せ
た
と
す
る
。
こ
れ
に
拠
る
な
ら
ば
、「
六
経
(
)2
発
題
」、「
語
孟
発
題
」
は
、
②
の
時
期
、
す
な
わ
ち
陳
亮
早
年
未
定
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
ら
の
著
作
に
は
、
す
で
に
晩
年
の
陳
亮
思
想
に
も
通
ず
る
テ
ー
マ
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
董
平
は
、
そ
の
著
『
陳
亮
文
粋
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
六
年
九
月
／
八
～
九
頁
）
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
「
六
経
発
題
」、「
語
孟
発
題
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
六
経
発
題
」
は
、
思
う
に
陳
亮
の
講
学
の
場
に
お
け
る
講
義
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
、
学
生
た
ち
と
儒
教
の
経
書
の
根
本
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
議
論
を
深
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
発
題
（
題
を
発
す
）」
と
称
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
ま
た
、
経
書
の
主
旨
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
か
ら
考
え
る
と
、『
周
易
』
の
発
題
も
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
現
存
の
文
集
に
は
見
え
な
い
の
で
、
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
六
経
発
題
」
に
は
、
各
経
書
の
主
旨
に
か
ん
す
る
陳
亮
の
基
本
的
な
観
点
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
観
点
は
、
当
時
の
一
般
的
な
見
解
と
は
、
い
さ
か
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
『
尚
書
』、『
周
礼
』、『
春
秋
』
に
か
ん
す
る
観
点
は
、
歴
史
を
精
査
す
る
陳
亮
独
自
の
視
点
を
十
分
に
体
現
し
て
お
り
、
歴
史
学
者
の
視
点
か
ら
こ
れ
ら
の
経
書
を
読
み
解
い
て
い
る
と
も
い
え
る
。
さ
て
『
六
経
』
は
い
ず
れ
も
、
道
を
載
せ
た
書
で
あ
る
。
先
王
は
天
道
を
体
得
し
て
政
治
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
天
道
を
も
っ
て
天
下
の
民
に
接
し
て
い
た
と
い
う
こ
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
第
号
28
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『
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訳
注
（
二
）
（
中
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・
福
谷
）
と
で
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
六
経
』
は
、
道
を
行
っ
た
先
王
の
事
跡
と
も
い
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
道
を
求
め
る
こ
と
は
、
理
論
の
上
に
と
ど
ま
る
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
の
上
に
徹
底
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
道
を
行
っ
た
先
王
の
事
績
を
精
査
し
つ
、
そ
れ
を
変
通
の
（
変
化
し
融
通
す
る
）
道
と
し
て
、
時
宜
を
得
る
こ
と
が
、
先
王
の
道
の
継
承
で
あ
る
。
こ
れ
は
歴
史
学
的
な
目
的
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
哲
学
的
な
目
的
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
「
語
孟
発
題
」
も
ま
た
、
陳
亮
が
学
生
た
ち
と
『
論
語
』、『
孟
子
』
の
主
旨
を
討
論
し
て
、
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
陳
亮
は
『
論
語
』
と
い
う
書
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
は
た
だ
下
学
の
こ
と
の
み
に
し
て
、
そ
の
中
で
、
天
道
や
天
命
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
上
達
の
説
、
微
妙
の
言
に
つ
い
て
、
専
論
す
る
こ
と
は
一
切
な
い
。
け
れ
ど
も
下
学
の
実
態
は
上
達
で
あ
る
。
そ
れ
は
道
に
本
末
な
く
、
内
外
な
く
、
人
事
を
尽
く
し
て
こ
そ
天
道
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。『
孟
子
』
と
い
う
書
の
主
旨
は
、
人
心
を
正
す
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
人
心
が
正
し
く
、
天
下
が
公
で
あ
れ
ば
、
必
ず
現
実
に
お
い
て
も
効
用
が
あ
る
。
何
故
な
ら
陳
亮
に
言
わ
せ
れ
ば
、
人
心
を
正
す
こ
と
は
、
実
質
的
に
は
道
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、「
勉
強
し
て
道
を
行
え
ば
大
い
に
功
有
り
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
語
孟
発
題
」
は
、
陳
亮
の
『
論
語
』、『
孟
子
』
の
主
旨
に
関
す
る
個
別
の
理
解
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
、
彼
の
哲
学
に
一
貫
す
る
、
形
而
上
学
を
排
除
し
て
い
こ
う
と
す
る
基
本
傾
向
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
董
平
は
、
こ
れ
ら
に
陳
亮
哲
学
に
一
貫
す
る
基
本
傾
向
を
見
出
し
、
ま
た
最
晩
年
の
作
で
あ
る
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
と
の
関
係
も
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
前
述
し
た
テ
ィ
ル
マ
ン
の
研
究
も
、
当
該
分
野
に
お
い
て
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
そ
の
思
想
変
遷
の
み
な
ら
ず
、
陳
亮
の
生
涯
に
お
い
て
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
哲
学
傾
向
を
探
る
試
み
も
、
併
せ
て
な
さ
れ
る
べ
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。
(
)3
さ
て
本
訳
注
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
「
六
経
発
題
」
の
「
書
」
か
ら
「
礼
記
」
ま
で
を
中
嶋
が
、「
六
経
発
題
」
の
「
春
秋
」
お
よ
び
「
語
孟
発
題
」
を
福
谷
が
そ
れ
ぞ
れ
下
原
稿
を
作
成
し
、
そ
れ
を
両
名
で
、
再
三
に
わ
た
り
検
討
し
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
全
て
の
箇
所
に
お
い
て
、
両
名
の
手
が
加
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
各
々
の
担
当
箇
所
を
抽
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
「
は
じ
め
に
」、「
む
す
び
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
前
者
を
中
嶋
が
、
後
者
を
福
谷
が
執
筆
し
た
が
、
こ
れ
ら
も
同
様
に
両
名
の
検
討
を
経
た
も
の
で
あ
る
。
こ
に
本
稿
全
体
が
両
名
共
同
の
業
績
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。
〔
注
〕
（
１
）
顔
虚
心
『
陳
龍
川
先
生
年
譜
長
編
』（『
宋
人
年
譜
叢
刊
』、
四
川
大
学
出
版
社
、
二
〇
三
年
一
月
／
一
〇
・
六
七
五
三
頁
）
（
２
）H
oyt
Cleveland
Tillm
an(
田
浩),
U
tilitarian
Confucianism
Ch'en
Liang's
Challenge
to
Chu
H
si
（H
arvard
U
niversity
Press,
1982
（
姜
長
蘇
訳
『
功
利
主
義
儒
家
陳
亮
対
朱
熹
的
挑
戦
』、
江
蘇
人
民
出
版
社
、
一
九
七
年
七
月
）
。
（
３
）
福
谷
彬
も
ま
た
『
南
宋
道
学
の
展
開
』（
二
〇
一
九
年
三
月
、
京
都
大
学
術
出
版
会
）
第
三
章
に
お
い
て
、「
六
経
発
題
」、「
語
孟
発
題
」
に
、
陳
亮
思
想
に
お
け
る
終
始
一
貫
す
る
点
が
見
出
せ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
二
「
六
經
發
題
」
「
語
孟
發
題
」
訳
注
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『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
訳
注
（
二
）
（
中
嶋
・
福
谷
）
【
凡
例
】
・
底
本
に
は
『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
八
月
）
を
用
い
、
以
下
の
諸
本
と
の
校
異
を
示
し
た
。
た
だ
し
煩
を
避
け
る
た
め
、
異
体
字
・
通
仮
字
・
同
義
語
の
類
の
異
同
は
割
愛
し
た
。
『
龍
川
集
』
三
十
巻
（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
所
収
）
『
龍
川
文
集
』
三
十
巻
（『
金
華
叢
書
』
所
収
）
『
龍
川
文
集
』
三
十
巻
（『
叢
書
集
成
』
初
編
、
所
収
）
な
お
校
異
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
四
庫
本
」、「
金
華
本
」、「
集
成
本
」
の
略
称
を
使
用
し
た
。
・
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
董
平
選
注
『
陳
亮
文
粋
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
六
年
九
月
）
を
参
照
し
た
。
・
訳
注
は
、
原
文
・
校
異
・
注
釈
・
通
釈
の
順
で
並
ぶ
。
・
注
釈
の
訓
読
、
お
よ
び
通
釈
で
（
）
を
附
し
た
部
分
は
、
訳
者
の
補
注
で
あ
る
。
六
經
發
題
ａ
書
（
易
闕
）
ｂ
昔
者
聖
人
以
道
揆
古
今
之
變
、
取
其
概
於
道
者
百
篇
、
而
垂
萬
世
之
訓
。
其
文
理
密
察
、
本
末
具
擧
、
蓋
有
待
於
後
之
君
子
。
而
(
)
(
)
1
2
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經
生
分
篇
析
句
之
學
、
其
何
足
以
知
此
哉
。
亮
也
何
人
、
而
敢
議
此
。
蓋
將
與
諸
君
共
學
焉
。
夫
盈
宇
宙
者
無
非
物
、
日
用
之
間
無
非
(
)
ｃ
3
事
。
古
之
帝
王
獨
明
於
事
物
之
故
、
發
言
立
政
、
順
民
之
心
、
因
時
之
宜
、
處
其
常
而
不
惰
、
遇
其
變
而
天
下
安
之
。
今
載
之
書
者
皆
(
)4
是
也
。
要
之
、
文
理
密
察
之
功
用
、
至
於
堯
而
後
無
慊
諸
聖
人
之
心
。
是
以
斷
諸
堯
典
而
無
疑
。
由
是
言
之
、
刪
書
者
非
聖
人
之
意
也
、
ｄ
ｅ
(
)
ｆ
5
天
下
之
公
也
。
〔
校
異
〕
ａ
六
經
…
四
庫
本
・
金
華
本
・
集
成
本
、「
經
書
」
に
作
る
。
ｂ
書
…
四
庫
本
・
金
華
本
・
集
成
本
、「
書
經
」
に
作
る
。
ｃ
學
…
四
庫
本
・
金
華
本
・
集
成
本
、「
擧
」
に
作
る
。
ｄ
於
…
四
庫
本
・
金
華
本
・
集
成
本
、
此
の
字
無
し
。
ｅ
慊
…
四
庫
本
、「
歉
」
に
作
る
。
ｆ
由
…
四
庫
本
・
金
華
本
・
集
成
本
、「
繇
」
に
作
る
。
〔
注
釈
〕
（
１
）
百
篇
…
孔
子
が
堯
か
ら
秦
の
穆
公
に
至
る
ま
で
の
記
録
、
お
よ
そ
百
篇
を
取
捨
選
択
し
て
『
尚
書
』
を
編
纂
し
た
と
い
う
通
説
に
基
づ
く
。『
漢
書
』
芸
文
志
に
「
書
之
所
起
遠
矣
、
至
孔
子
纂
焉
、
上
斷
於
堯
、
下
訖
于
秦
、
凡
百
篇
」（
中
華
書
局
評
点
本
／
六
・
一
七
〇
六
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
陳
亮
自
身
も
『
三
国
紀
年
』
序
に
お
い
て
、「
至
於
書
、
斷
自
唐
虞
、
定
其
深
切
著
明
者
爲
百
篇
」（『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
一
六
／
上
・
一
七
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
（
２
）
文
理
密
察
…
『
中
庸
』
に
「
文
理
密
察
、
足
以
有
別
也
」
と
あ
る
。
ま
た
陳
亮
は
、
応
孟
明
（
仲
実
）
に
宛
て
た
書
簡
に
お
い
て
、「
事
物
雖
衆
、
此
其
得
之
淺
者
、
不
過
如
枯
木
死
灰
而
止
耳
。
得
之
深
者
、
縱
橫
妙
用
、
肆
而
不
約
、
安
知
所
謂
文
理
密
察
之
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道
」（『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
二
七
、「
与
応
仲
実
」
／
下
・
三
一
八
頁
）
と
も
述
べ
て
い
る
。
（
３
）
經
生
…
あ
る
い
は
漢
代
の
博
士
の
こ
と
も
「
經
生
」（
儒
家
の
経
典
を
教
学
す
る
学
官
）
と
い
う
が
、
こ
で
は
た
ん
に
経
学
を
学
ぶ
書
生
を
指
す
。
（
４
）
事
物
之
故
…
「
道
」
を
指
す
か
。
陳
亮
は
若
年
よ
り
晩
年
に
至
る
ま
で
、
眼
前
の
形
而
下
的
事
物
の
中
に
「
道
」
を
見
出
す
こ
と
を
主
張
し
続
け
た
。「
抄
訳
（
一
）」
の
〔
注
釈
〕（
２
）（
六
九
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
５
）
斷
諸
堯
典
…
「
堯
典
」
は
『
尚
書
』
の
冒
頭
章
。
董
平
『
陳
亮
文
粋
』
は
、
こ
の
箇
所
を
「
孔
子
が
『
書
』
を
刪
定
し
て
、「
堯
典
」
を
巻
首
に
定
め
た
」
こ
と
解
釈
す
る
（
九
二
頁
）。
本
稿
も
ひ
と
ま
ず
こ
の
解
釈
に
拠
っ
た
。
〔
通
釈
〕
六
経
発
題
『
尚
書
』（『
周
易
』
は
欠
い
て
い
る
）
む
か
し
聖
人
は
、
道
に
よ
っ
て
古
今
の
変
化
を
は
か
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
概
括
し
た
百
篇
を
取
り
あ
げ
て
（『
尚
書
』
を
編
纂
し
）、
万
世
の
教
訓
と
し
て
伝
え
た
。
そ
の
文
章
の
条
理
は
綿
密
で
、
本
末
も
具
備
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
や
は
り
後
世
の
君
子
を
待
望
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
篇
一
句
を
分
析
す
る
書
生
た
ち
の
学
問
が
、
ど
う
し
て
こ
れ
を
十
分
に
知
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
亮
は
、
い
か
な
る
人
物
と
し
て
、
こ
の
『
尚
書
』
に
つ
い
て
議
論
す
る
の
か
。
そ
れ
は
や
は
り
諸
君
と
も
に
学
ぶ
者
と
し
て
わ
た
し
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
宇
宙
に
充
ち
満
ち
て
い
る
の
は
、
物
で
な
い
も
の
は
な
く
、
日
用
の
間
に
お
い
て
、
事
で
な
い
も
の
は
な
い
。
古
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の
帝
王
は
、
も
っ
ぱ
ら
事
物
の
故
（
と
し
て
の
道
）
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
発
し
た
言
葉
や
立
て
た
政
策
は
、
民
心
を
や
わ
ら
げ
、
時
宜
に
よ
っ
て
お
り
、
平
時
に
お
い
て
は
怠
る
こ
と
な
く
、
変
局
に
あ
っ
て
も
天
下
は
安
寧
で
あ
っ
た
。
い
ま
こ
の
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
み
な
こ
れ
（
＝
事
物
の
故
と
し
て
の
道
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
文
章
の
条
理
が
綿
密
で
あ
る
こ
と
の
効
用
は
、
堯
に
至
っ
て
よ
う
や
く
、
聖
人
（
孔
子
）
の
心
に
不
満
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
（
孔
子
は
）
堯
典
を
（
巻
首
に
）
お
い
て
、
人
々
に
疑
念
を
持
た
せ
な
い
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
か
ら
言
え
ば
、（
孔
子
が
）『
尚
書
』
を
刪
修
し
た
の
は
、
聖
人
の
私
意
で
は
な
く
、
天
下
の
公
心
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
詩ａ
道
之
在
天
下
、
平
施
於
日
用
之
間
、
得
其
性
情
之
正
者
、
彼
固
有
以
知
之
矣
。
當
先
王
時
、
天
下
之
人
、
其
發
乎
情
、
止
乎
禮
義
、
(
)1
蓋
有
不
知
其
然
而
然
者
。
先
王
既
遠
、
民
情
之
流
也
久
矣
、
而
其
所
謂
平
施
於
日
用
之
間
者
、
與
生
俱
生
、
固
不
可
得
而
離
也
。
是
以
既
流
之
情
、
易
發
之
言
、
而
天
下
亦
不
自
知
其
何
若
、
而
聖
人
於
其
間
有
取
焉
。
抑
不
獨
先
王
之
澤
也
、
聖
人
之
於
詩
、
固
將
使
天
下
(
)
(
)
2
3
復
性
情
之
正
、
而
得
其
平
施
於
日
用
之
間
者
。
乃
區
於
章
句
訓
詁
之
末
、
豈
聖
人
之
心
也
哉
。
孔
子
曰
、
興
於
詩
。
章
句
訓
詁
亦
足
(
)4
以
興
乎
。
願
比
諸
君
求
其
所
以
興
者
。
ｂ
〔
校
異
〕
ａ
詩
…
四
庫
本
・
金
華
本
・
集
成
本
、「
詩
經
」
に
作
る
。
ｂ
比
…
四
庫
本
・
金
華
本
・
集
成
本
、「
與
」
に
作
る
。
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〔
注
釈
〕
（
１
）
發
乎
情
、
止
乎
禮
義
…
『
毛
詩
』
大
序
に
「
故
變
風
發
乎
情
、
止
乎
禮
義
。
發
乎
情
、
民
之
性
也
。
止
乎
禮
義
、
先
王
之
澤
也
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。『
毛
詩
』
の
変
風
の
詩
は
、
民
衆
の
自
然
な
性
情
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
が
自
然
と
礼
儀
に
適
っ
て
い
る
の
は
、
先
王
の
恩
沢
が
残
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
『
毛
詩
』
に
か
ん
す
る
通
念
を
指
す
。
（
２
）
先
王
之
澤
也
…
注
（
１
）
参
照
。
（
３
）
使
天
下
復
性
情
之
正
…
天
下
の
者
を
正
し
い
状
態
の
性
情
へ
と
復
帰
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
唐
・
李
翺
『
李
文
公
集
』
巻
二
、
「
復
性
書
・
中
」
に
「
妄
情
滅
息
、
本
性
清
明
、
周
流
六
虚
、
所
以
謂
之
能
復
其
性
也
」（
四
部
叢
刊
初
編
／
七
葉
裏
）
と
あ
る
。
（
４
）
興
於
詩
…
『
論
語
』
泰
伯
に
「
子
曰
、
興
於
詩
、
立
於
禮
、
成
於
樂
」
と
あ
る
。『
河
南
程
氏
経
説
』
巻
六
に
載
せ
る
程
頤
の
当
該
章
の
解
釈
に
は
、「
詩
發
於
人
情
、
止
於
禮
義
、
言
近
而
易
知
、
故
人
之
學
興
起
於
詩
」（『
二
程
集
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
七
月
／
四
・
一
四
八
頁
）
と
あ
り
、
詩
は
身
近
で
理
解
し
や
す
い
た
め
に
、
孔
子
は
学
問
の
最
初
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
陳
亮
は
ま
た
、
朱
熹
宛
て
の
書
簡
で
、「
孔
子
以
禮
教
人
、
猶
必
以
古
詩
感
動
其
善
意
、
動
盪
其
血
脈
、
然
後
與
禮
相
入
、
未
興
於
詩
而
使
立
於
禮
、
是
眞
嚼
木
屑
之
類
耳
」（『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
二
八
、「
又
癸
卯
秋
書
」
／
下
・
三
六
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
詩
を
最
初
に
取
り
組
む
べ
き
学
問
対
象
と
位
置
づ
け
る
『
論
語
』
の
内
容
に
、
卑
近
な
日
常
の
事
物
に
道
理
を
見
出
す
自
己
の
哲
学
の
根
拠
を
見
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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〔
通
釈
〕
『
毛
詩
』
道
は
天
下
に
あ
っ
て
、
常
に
日
用
の
間
に
行
わ
れ
て
い
る
。
性
情
を
正
し
い
状
態
に
し
う
る
者
は
、
も
と
よ
り
そ
れ
を
（
道
が
日
用
の
間
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
）
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
王
の
世
に
あ
っ
て
、
天
下
の
人
々
は
、「
情
に
発
し
て
、
礼
儀
に
止
ま
る
」
で
あ
っ
た
が
、
思
う
に
そ
う
と
は
気
づ
か
ず
に
、
そ
う
で
あ
っ
た
の
だ
。
先
王
の
世
が
、
す
っ
か
り
過
去
の
も
の
と
な
る
と
、
民
情
は
低
き
に
流
れ
て
久
し
く
な
っ
た
。
し
か
し
い
わ
ゆ
る
常
に
日
用
の
間
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
（
＝
道
）
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
身
に
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
も
と
よ
り
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
す
で
に
低
き
に
流
れ
て
し
ま
っ
た
民
情
や
、
軽
々
し
く
発
せ
ら
れ
た
こ
と
ば
な
ど
、
天
下
の
者
は
そ
れ
が
何
故
そ
の
よ
う
で
あ
る
の
か
、
自
分
で
も
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
聖
人
は
そ
こ
に
（
道
を
）
見
出
す
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「（
礼
儀
に
止
ま
る
は
）
先
王
の
沢
（
＝
恩
沢
）
な
り
」
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、
聖
人
は
『
詩
』
に
お
い
て
、
も
と
よ
り
天
下
の
者
に
正
し
い
状
態
の
性
情
に
復
帰
さ
せ
て
、
常
に
日
用
の
間
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
（
＝
道
）
を
知
ら
し
め
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
な
の
に
章
句
や
訓
詁
の
末
節
に
と
ら
わ
れ
て
、
ど
う
し
て
そ
れ
が
聖
人
の
心
だ
と
い
え
よ
う
か
。
孔
子
は
「
詩
に
興
る
」
と
い
っ
た
が
、
章
句
や
訓
詁
を
も
っ
て
し
て
は
、「
興
る
」
に
足
り
え
よ
う
か
。
願
わ
く
は
、
諸
君
と
も
に
「
興
る
」
方
法
を
求
め
た
い
。
周
禮
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周
禮
一
書
、
先
王
之
遺
制
具
在
、
吾
夫
子
蓋
嘆
其
郁
之
文
、
而
知
天
地
之
功
莫
備
於
此
、
後
有
聖
人
、
不
能
加
毫
末
於
此
矣
。
世
(
)1
儒
之
論
以
爲
、
治
至
於
周
公
而
術
已
窮
、
窮
則
不
可
以
復
、
繼
周
之
後
必
為
秦
、
吾
夫
子
蓋
逆
知
之
而
不
言
也
。
嗚
呼
、
果
其
窮
也
、
則
周
公
之
志
荒
矣
。
自
伏
羲
神
農
黄
帝
以
来
、
順
風
氣
之
宜
而
因
時
制
法
、
凡
所
以
爲
人
道
立
極
、
而
非
有
私
天
下
之
心
也
。
蓋
至
於
(
)2
周
公
、
集
百
聖
之
大
成
、
文
理
密
察
、
纍
乎
如
貫
珠
、
井
乎
如
畫
棋
局
、
曲
而
當
、
盡
而
不
汚
、
無
復
一
毫
之
間
、
而
人
道
備
矣
。
(
)
ａ
(
)
(
)
3
4
5
人
道
備
、
則
足
以
周
天
下
之
理
、
而
通
天
下
之
變
。
變
通
之
理
具
在
、
周
公
之
道
蓋
至
此
而
與
天
地
同
流
、
而
憂
其
窮
哉
。
夫
周
家
之
(
)
(
)
6
7
制
既
定
、
而
上
下
維
持
至
於
八
百
餘
年
、
諸
侯
既
已
擅
立
、
周
之
王
徒
擁
其
虚
器
、
蕞
然
立
於
諸
侯
之
上
、
諸
侯
皆
相
顧
而
莫
之
或
廢
。
彼
獨
何
畏
而
未
忍
哉
。
豈
非
周
公
之
制
有
以
維
持
其
不
忍
之
心
、
雖
顛
倒
錯
亂
而
猶
未
亡
也
。
當
是
之
時
、
周
雖
自
絶
於
天
、
有
能
變
(
)
(
)
8
9
通
周
公
之
制
而
行
之
、
天
下
不
必
周
、
而
周
公
之
術
蓋
未
始
窮
也
。
〔
校
異
〕
ａ
棋
…
四
庫
本
、「
碁
」
に
作
る
。
〔
注
釈
〕
（
１
）
郁
之
文
…
「
郁
」
は
、
文
化
の
盛
ん
な
る
さ
ま
。『
論
語
』
八
佾
に
「
子
曰
、
周
監
於
二
代
、
郁
乎
文
哉
。
吾
從
周
」
と
あ
る
よ
う
に
、
周
の
文
化
の
盛
ん
な
る
こ
と
を
い
う
。
（
２
）
人
道
立
極
…
「
人
道
」
は
人
倫
、
社
会
的
な
倫
理
を
い
、
「
極
」
は
そ
の
守
る
べ
き
基
準
を
指
す
。
例
え
ば
『
礼
記
』
喪
服
小
記
に
は
、
「
親
、
尊
、
長
、
男
女
之
有
別
、
人
道
之
大
者
也
」
と
あ
る
。
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（
３
）
纍
乎
如
貫
珠
…
「
纍
乎
」
は
、
物
事
が
連
続
し
て
い
る
さ
ま
。『
礼
記
』
楽
記
に
、「
纍
乎
端
如
貫
珠
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
（
４
）
曲
而
當
…
「
曲
」
は
委
曲
、
詳
細
の
意
。『
周
易
』
繫
辞
下
に
「
其
言
曲
而
中
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
か
。
ま
た
『
文
中
子
』
巻
四
、
周
公
に
も
、「
子
謂
、
周
公
之
道
、
曲
而
當
、
私
而
恕
。
其
窮
理
盡
性
、
以
至
於
命
乎
」
と
あ
る
。
な
お
、
元
・
呉
澄
『
礼
記
纂
言
』
巻
一
上
に
は
「
澄
曰
、
曲
者
一
偏
一
曲
之
謂
。
中
庸
言
致
曲
。
易
大
傳
言
曲
成
曲
而
中
。
老
子
言
曲
則
全
。
莊
子
言
一
偏
一
曲
不
該
不
編
。
王
通
氏
言
曲
而
當
」（
四
庫
全
書
本
、
四
三
葉
裏
）
と
あ
り
、『
文
中
子
』
の
「
曲
」
字
を
、『
周
易
』
と
同
様
に
委
曲
、
詳
細
の
意
で
解
し
て
い
る
。
（
５
）
盡
而
不
汚
…
『
春
秋
左
氏
伝
』
成
公
十
四
年
・
伝
に
、「
春
秋
之
稱
、
微
而
顯
、
志
而
晦
、
婉
而
成
章
、
盡
而
不
汙
、
懲
惡
而
勸
善
、
非
聖
人
、
誰
能
修
之
」
と
あ
る
。
古
注
（
杜
預
集
解
）
は
、
こ
の
四
字
を
、「
謂
直
言
其
事
、
盡
其
事
實
、
無
所
汙
曲
」
と
解
釈
す
る
。
ひ
と
ま
ず
こ
れ
に
従
っ
た
。
（
６
）
變
通
之
理
…
そ
の
時
世
に
合
わ
せ
て
変
容
融
通
し
た
理
。『
周
易
』
繫
辞
下
に
、「
窮
即
變
、
變
即
通
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
ま
た
陳
亮
は
、
孝
宗
皇
帝
に
奉
じ
た
上
書
に
お
い
て
も
、
こ
の
語
を
用
い
て
、「
南
渡
以
來
、
大
抵
遵
祖
宗
之
舊
、
雖
微
有
因
革
增
損
、
不
足
爲
輕
重
有
無
。
如
趙
鼎
諸
臣
固
已
不
究
變
通
之
理
、
而
况
秦
檜
盡
取
而
沮
毀
之
、
忍
耻
事
讎
、
飾
太
平
於
一
隅
以
爲
欺
、
其
罪
可
勝
誅
哉
」（『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
一
、「
上
孝
宗
皇
帝
第
一
書
」
／
上
・
六
頁
）
と
、
建
国
以
来
の
「
祖
宗
之
法
」
を
、
当
世
の
情
勢
に
合
わ
せ
て
「
変
通
」
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
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な
お
陳
亮
思
想
に
お
い
て
、「
変
通
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
庄
司
荘
一
「
功
利
学
派
陳
亮
の
「
変
通
の
理
」
に
つ
い
て
」（『
中
国
哲
史
文
学
逍
遥
』、
角
川
書
店
、
一
九
三
年
一
月
、
所
収
／
も
と
『
入
矢
教
授
小
川
教
授
退
休
記
念
中
国
文
学
語
学
論
集
』
所
収
、
一
九
七
四
年
一
〇
月
）
を
参
照
。
庄
司
氏
は
こ
の
論
考
で
、
陳
亮
の
「
変
通
」
思
想
に
つ
い
て
、
朱
熹
の
超
越
・
固
定
的
な
「
理
」
論
に
対
す
る
反
発
と
し
て
の
側
面
を
指
摘
し
、「
理
」
に
内
在
し
て
い
た
超
越
性
・
固
定
性
の
持
つ
静
的
性
格
、
し
た
が
っ
て
理
実
性
・
流
動
性
へ
と
質
的
な
転
換
を
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
が
彼
の
「
変
通
の
理
」
だ
っ
た
」
と
結
論
付
け
て
い
る
。
（
７
）
與
天
地
同
流
…
『
孟
子
』
尽
心
上
に
、「
君
子
所
過
者
化
、
所
存
者
神
、
上
下
與
天
地
同
流
。
豈
曰
小
補
之
哉
」
と
あ
る
。
（
８
）
不
忍
之
心
…
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
に
、「
先
王
有
不
忍
人
之
心
、
斯
有
不
忍
人
之
政
矣
。
以
不
忍
人
之
心
、
行
不
忍
人
之
政
、
治
天
下
可
運
之
掌
上
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
（
９
）
自
絶
於
天
…
『
尚
書
』
泰
誓
・
下
に
、「
自
絶
于
天
、
結
怨
于
民
、
斮
朝
渉
之
脛
、
剖
賢
人
之
心
」
と
あ
る
。
〔
通
釈
〕
『
周
礼
』
『
周
礼
』
と
い
う
書
に
は
、
先
王
の
遺
制
が
詳
細
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
我
が
孔
夫
子
も
、
や
は
り
（
周
の
）
盛
ん
な
る
文
化
を
賛
嘆
し
た
が
、
天
地
の
は
た
ら
き
が
、
こ
の
書
以
上
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
後
世
に
聖
人
が
あ
ら
わ
れ
て
も
、
こ
の
書
に
僅
か
た
り
と
も
加
筆
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
世
の
儒
者
た
ち
が
思
う
こ
と
（
は
次
の
よ
う
）
で
あ
る
。「
治
世
は
周
公
の
代
に
な
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り
、
そ
の
手
立
て
は
す
っ
か
り
窮
ま
っ
た
。
窮
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
も
と
に
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
周
の
後
を
継
い
だ
の
は
、
必
然
的
に
秦
で
あ
っ
た
が
、
我
が
孔
夫
子
は
、
や
は
り
そ
れ
を
予
見
し
な
が
ら
、
そ
う
と
は
言
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
。
あ
果
た
し
て
、
窮
ま
っ
て
い
た
の
だ
と
し
た
ら
、
周
公
の
志
は
荒
廃
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
伏
羲
、
神
農
、
黄
帝
以
来
、
良
好
な
風
気
に
順
応
し
、
時
宜
に
依
拠
し
て
法
令
を
制
定
し
た
が
、
す
べ
て
人
倫
に
準
則
を
定
め
て
、
天
下
を
私
す
る
心
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
や
は
り
周
公
は
、
諸
聖
人
の
集
大
成
で
あ
り
、
筋
道
は
綿
密
、
連
続
す
る
こ
と
数
珠
の
ご
と
く
、
整
然
た
る
こ
と
棋
盤
の
ご
と
く
、
詳
細
で
あ
り
な
が
ら
適
切
で
、
事
実
を
尽
く
し
て
紆
折
な
く
、
僅
か
の
間
に
も
、
人
道
が
備
わ
ら
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
人
道
が
備
わ
れ
ば
、
天
下
の
理
を
行
き
わ
た
ら
せ
、
天
下
の
変
に
通
ず
る
に
十
分
で
あ
る
。
変
通
の
理
が
具
備
す
れ
ば
、
や
は
り
周
公
の
道
は
天
地
と
流
れ
を
同
じ
く
す
る
に
至
る
の
に
、
窮
ま
る
こ
と
を
憂
慮
す
る
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
も
の
か
。
い
っ
た
い
周
家
の
制
が
定
ま
り
、
上
下
の
秩
序
が
守
ら
れ
る
こ
と
八
百
年
に
も
及
び
、
諸
侯
ら
は
す
で
に
僭
立
し
、
周
王
は
た
だ
虚
位
を
守
っ
て
、
か
ろ
う
じ
て
諸
侯
の
上
に
あ
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
諸
侯
ら
は
み
な
顧
懐
し
て
、
周
王
を
廃
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
も
の
は
現
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
（
当
時
の
諸
侯
た
ち
）
は
、
い
っ
た
い
何
を
恐
れ
て
、
我
慢
の
気
も
ち
を
起
こ
す
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
周
公
の
制
に
は
、「（
人
を
）
忍
び
ざ
る
の
心
」
が
備
わ
っ
て
お
り
、（
当
時
の
情
況
が
）
転
倒
錯
乱
し
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
依
然
と
し
て
失
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
当
時
に
あ
っ
て
、
周
は
自
ら
天
と
（
関
係
を
）
絶
ち
切
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
周
公
の
制
を
変
通
し
て
行
っ
て
い
け
ば
、
天
下
は
必
ず
し
も
周
で
な
く
と
も
、
周
公
の
や
り
方
は
、
や
は
り
終
始
窮
ま
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
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秦
徒
見
其
得
天
下
之
難
、
以
為
周
公
之
制
蓋
非
其
所
便
、
併
與
夫
僅
存
者
而
盡
棄
之
。
而
不
知
周
家
之
制
既
盡
、
而
秦
亦
亡
矣
。
人
道
廢
、
則
其
君
豈
能
獨
存
哉
。
始
夫
子
之
言
曰
、
其
或
繼
周
者
、
雖
百
世
可
知
也
。
蓋
以
爲
後
之
王
者
必
因
周
而
損
益
焉
、
自
是
變
通
、
(
)10
至
於
百
世
而
不
窮
、
而
豈
知
其
至
此
極
也
。
漢
高
帝
崛
起
草
莽
而
得
天
下
、
知
天
下
厭
秦
之
苛
、
思
有
息
肩
之
所
、
故
其
君
臣
相
與
ｂ
因
陋
就
簡
、
存
寛
大
之
意
、
而
爲
漢
家
之
制
、
民
亦
以
是
安
之
。
而
漢
祚
靈
長
、
絶
而
復
續
者
、
幾
與
夏
商
等
。
自
是
功
利
苟
且
之
政
(
)11
習
以
爲
常
、
先
王
不
易
之
制
棄
而
不
講
、
人
極
之
不
亡
者
幾
希
矣
。
此
有
志
之
士
所
以
抱
遺
書
而
興
百
世
之
嘆
、
反
覆
推
究
、
而
冀
其
ｃ
復
見
天
地
之
大
全
也
。
然
自
秦
火
之
餘
、
此
書
已
非
其
全
、
而
駁
亂
不
經
之
言
、
蓋
如
黒
白
之
不
相
入
、
尚
可
考
而
知
也
。
雖
然
、
文
武
之
政
、
布
在
方
册
、
ｄ
(
)12
其
人
存
則
其
政
舉
。
自
周
之
衰
以
迄
於
今
、
蓋
千
五
百
餘
年
矣
、
天
獨
未
厭
於
斯
乎
。
故
將
與
諸
君
參
考
同
異
以
有
待
焉
。
ｅ
ｆ
〔
校
異
〕
ｂ
帝
…
四
庫
本
・
金
華
本
・
集
成
本
、「
祖
」
に
作
る
。
ｃ
覆
…
四
庫
本
、「
復
」
に
作
る
。
ｄ
考
…
四
庫
本
・
金
華
本
・
集
成
本
、
「
攷
」
に
作
る
。
ｅ
考
…
四
庫
本
・
金
華
本
・
集
成
本
、「
攷
」
に
作
る
。
ｆ
以
有
…
四
庫
本
・
金
華
本
・
集
成
本
、「
有
以
」
に
作
る
。
〔
注
釈
〕
（
）
其
或
繼
周
者
、
雖
百
世
可
知
也
…
『
論
語
』
為
政
に
、「
子
曰
、
殷
因
於
夏
禮
、
所
損
益
、
可
知
也
。
周
因
於
殷
禮
、
所
損
益
、
10
可
知
也
。
其
或
繼
周
者
、
雖
百
世
可
知
也
」
と
あ
る
。
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（
）
因
陋
就
簡
…
簡
単
な
と
こ
ろ
で
間
に
合
わ
せ
る
。
例
え
ば
『
朱
子
語
類
』
巻
七
三
・
七
六
条
に
、「
當
豐
亨
豫
大
之
時
、
而
爲
因
11
陋
就
簡
之
説
。
君
臣
上
下
動
以
此
藉
口
、
於
是
安
意
肆
志
、
無
所
不
為
、
而
大
禍
起
矣
」（
中
華
書
局
評
点
本
、
五
・
一
八
六
〇
頁
）
と
あ
る
。
（
）
文
武
之
政
～
其
人
存
則
其
政
舉
…
『
中
庸
』
に
、「
哀
公
問
政
。
子
曰
、
文
武
之
政
、
布
在
方
策
。
其
人
存
則
其
政
舉
。
其
人
亡
12
則
其
政
息
」
と
あ
る
。「
方
策
（
册
）」
は
、
木
や
竹
の
札
（
古
代
の
記
録
）
を
い
う
。
〔
通
釈
〕
秦
の
徒
が
、
天
下
の
得
が
た
き
を
見
る
や
、
周
公
の
制
は
や
は
り
都
合
が
悪
い
と
考
え
て
、
僅
か
に
残
さ
れ
た
も
の
も
、
こ
と
ご
と
く
棄
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
周
家
の
制
が
す
っ
か
り
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
で
、
秦
は
滅
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
人
倫
が
廃
れ
な
が
ら
、
君
主
の
み
が
、
ど
う
し
て
存
続
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
孔
夫
子
は
、「
其
の
或
い
は
周
を
継
ぐ
者
は
、
百
世
と
雖
も
知
る
べ
き
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
や
は
り
後
世
の
王
者
は
、
必
ず
周
に
よ
っ
て
そ
れ
を
損
益
し
、
自
ら
変
通
さ
せ
れ
ば
、
百
世
を
経
て
も
窮
ま
る
こ
と
な
く
、
ど
う
し
て
そ
れ
が
尽
き
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
漢
の
高
祖
は
、
卑
し
い
民
間
か
ら
身
を
起
こ
し
天
下
を
得
た
が
、
そ
れ
は
天
下
の
者
た
ち
が
秦
の
苛
政
を
嫌
厭
し
、
安
寧
を
求
め
る
気
持
ち
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
君
臣
と
も
に
簡
便
な
も
の
で
間
に
合
わ
せ
、
寛
大
の
意
を
存
し
、
漢
家
の
制
を
設
け
て
、
民
も
ま
た
こ
れ
に
安
ん
ず
る
こ
と
な
っ
た
。
漢
の
国
運
は
長
久
に
し
て
、
一
度
は
途
絶
え
て
も
再
び
継
続
し
え
た
の
は
、
ほ
と
ん
ど
夏
と
殷
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
よ
り
功
利
を
求
め
、
一
時
し
の
ぎ
を
よ
し
と
す
る
政
策
、
慣
習
は
常
態
化
し
、
先
王
よ
り
変
わ
る
こ
と
の
な
い
制
は
棄
て
ら
れ
語
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ら
れ
ず
、
人
倫
が
廃
れ
な
い
こ
と
は
ご
く
稀
で
あ
っ
た
。
し
か
し
有
志
の
士
が
、
こ
の
書
を
残
し
た
こ
と
は
、
百
世
が
感
嘆
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
究
明
し
、
再
び
天
地
の
大
要
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
願
う
。
け
れ
ど
も
秦
の
焚
書
の
余
波
で
、
こ
の
書
も
す
で
に
完
全
で
は
な
く
、
経
書
な
ら
ざ
る
文
言
も
入
り
込
ん
で
い
る
が
、
や
は
り
黒
白
を
混
ぜ
な
い
よ
う
に
、
考
閲
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、「
文
武
の
政
、
布
き
て
方
冊
（
策
）
に
在
り
。
其
の
人
存
す
れ
ば
、
則
ち
其
の
政
挙
ぐ
」
で
あ
る
。
周
が
衰
退
し
て
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
思
う
に
千
五
百
年
余
り
で
あ
る
が
、
天
だ
け
は
（
文
武
の
政
を
）
厭
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
諸
君
と
も
に
、
こ
の
書
の
異
同
を
考
閲
す
る
こ
と
を
俟
ち
た
い
。
禮
記
ａ
禮
者
、
天
則
也
。
禮
儀
三
百
、
威
儀
三
千
、
周
旋
上
下
、
曲
折
備
具
、
此
非
聖
人
之
所
能
為
也
。
禮
記
一
書
、
或
雜
出
於
漢
儒
之
手
、
(
)
(
)
1
2
今
取
曲
禮
若
内
則
少
儀
諸
篇
、
羣
而
讀
之
、
其
所
載
不
過
日
用
飲
食
、
洒
掃
應
對
之
事
要
、
聖
人
之
極
致
安
在
。
然
讀
之
使
人
心
愜
意
(
)
(
)
(
)
3
4
5
滿
、
雖
欲
以
意
増
減
而
輒
不
合
。
返
觀
吾
一
日
之
間
、
悚
然
有
隠
於
中
、
是
孰
使
之
然
哉
。
今
而
後
知
三
百
三
千
之
儀
、
無
非
吾
心
之
所
流
通
也
。
心
不
至
焉
、
而
禮
亦
去
之
。
盡
吾
心
之
、
則
動
容
周
旋
無
往
而
不
中
矣
。
故
世
之
謂
繁
文
末
節
、
聖
人
之
所
以
窮
神
知
化
(
)
(
)
6
7
者
也
。
夫
禮
者
、
學
之
實
地
也
。
由
敬
而
後
可
以
學
禮
、
學
禮
而
後
有
所
據
依
。
三
百
三
千
而
一
毫
之
不
盡
、
皆
敬
之
不
至
、
而
吾
心
之
不
ｂ
ｃ
ｄ
盡
也
。
一
毫
之
不
盡
、
則
其
運
用
變
化
之
際
必
有
肆
而
不
約
者
矣
。
由
此
言
之
、
禮
者
、
天
則
也
、
果
非
聖
人
之
所
能
為
也
。
(
)
ｅ
8
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〔
校
異
〕
ａ
禮
記
…
四
庫
本
・
金
華
本
・
集
成
本
、
此
の
「
禮
記
」
の
項
の
前
に
「
春
秋
」
の
項
が
あ
る
。
ｂ
由
…
金
華
本
・
集
成
本
、「
繇
」
に
作
る
。
ｃ
盡
…
四
庫
本
・
金
華
本
・
集
成
本
、「
準
」
に
作
る
。
ｄ
心
之
…
四
庫
本
・
金
華
本
・
集
成
本
、「
之
心
」
に
作
る
。
ｅ
由
…
金
華
本
・
集
成
本
、「
繇
」
に
作
る
。
〔
注
釈
〕
（
１
）
禮
者
、
天
則
也
…
例
え
ば
『
礼
記
』
楽
記
に
「
禮
者
、
天
地
之
序
也
」
な
ど
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
か
。
な
お
時
代
は
下
る
が
、
陸
九
淵
の
高
弟
楊
簡
に
師
事
し
た
銭
時
（
融
堂
、
一
七
五
～
一
二
四
）
は
、「
禮
、
即
天
則
之
不
可
踰
者
」（『
融
堂
四
書
管
見
』
巻
二
、
論
語
・
八
佾
第
三
な
ど
）
と
い
っ
た
「
禮
」
字
の
解
釈
を
多
用
す
る
。
（
２
）
禮
儀
三
百
、
威
儀
三
千
…
『
中
庸
』
に
「
禮
儀
三
百
、
威
儀
三
千
」
と
あ
る
。
ま
た
『
礼
記
』
礼
器
に
は
「
經
禮
三
百
、
曲
禮
三
千
、
其
致
一
也
」
と
あ
る
。
（
３
）
曲
禮
若
内
則
少
儀
諸
篇
…
「
内
則
」「
少
儀
」
は
、『
礼
記
』
の
篇
名
。「
曲
礼
」
も
ま
た
、『
礼
記
』
の
篇
名
で
あ
る
が
、
こ
で
は
「
細
目
の
礼
」
と
い
っ
た
意
の
一
般
名
詞
で
あ
ろ
う
。
（
４
）
日
用
飲
食
…
『
毛
詩
』
小
雅
・
天
保
に
「
民
之
質
矣
、
日
用
飲
食
」
と
あ
る
。
（
５
）
洒
掃
應
對
…
『
論
語
』
子
張
に
「
子
夏
之
門
人
小
子
、
當
洒
掃
應
對
進
退
、
則
可
矣
。
抑
末
也
、
本
之
則
無
、
如
之
何
」
と
あ
る
。
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（
６
）
動
容
周
旋
無
往
而
不
中
…
『
孟
子
』
尽
心
下
に
「
動
容
周
旋
中
禮
者
、
盛
德
之
至
也
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
（
７
）
窮
神
知
化
…
『
周
易
』
繫
辞
下
に
「
窮
神
知
化
、
德
之
盛
也
」
と
あ
る
。
（
８
）
肆
而
不
約
…
同
一
の
表
現
は
、
陳
亮
が
応
孟
明
（
仲
実
）
に
宛
て
た
書
簡
「
事
物
雖
衆
、
此
其
得
之
淺
者
、
不
過
如
枯
木
死
灰
而
止
耳
。
得
之
深
者
、
縱
横
妙
用
、
肆
而
不
約
、
安
知
所
謂
文
理
密
察
之
道
」（『
陳
亮
集
・
増
訂
本
』
巻
二
七
、「
与
応
仲
実
」
／
下
・
三
一
八
頁
）
に
も
見
え
る
。
な
お
「
不
約
」
は
、『
論
語
』
雍
也
に
「
君
子
博
學
於
文
、
約
之
以
禮
、
亦
可
以
弗
畔
矣
夫
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
か
。
〔
通
釈
〕
『
礼
記
』
礼
は
、
天
則
で
あ
る
。
礼
儀
三
百
、
威
儀
三
千
、
挙
動
の
あ
れ
こ
れ
に
つ
い
て
、
詳
細
を
具
備
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
聖
人
に
作
れ
る
も
の
で
は
な
い
。『
礼
記
』
と
い
う
書
は
、
様
々
な
漢
儒
の
手
を
経
て
お
り
、
い
ま
細
か
な
礼
儀
作
法
で
あ
る
「
内
則
」
や
「
少
儀
」
な
ど
の
諸
篇
を
取
り
あ
げ
、
ま
と
め
て
読
ん
で
み
て
も
、
そ
こ
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
日
常
の
飲
食
や
、
掃
除
や
応
対
の
要
点
に
過
ぎ
ず
、
ど
う
し
て
そ
こ
に
聖
人
の
極
致
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
け
れ
ど
も
こ
れ
ら
を
読
む
と
、
人
は
心
を
満
た
さ
れ
て
、
意
を
も
っ
て
増
減
し
た
と
し
て
も
、
た
ち
ま
ち
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
。
自
ら
の
一
日
を
振
り
返
っ
て
み
る
に
、
恐
れ
お
の
く
以
外
に
、
だ
れ
が
私
の
心
を
満
た
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
よ
り
三
百
三
千
の
礼
儀
は
、
我
が
心
よ
り
流
出
す
る
の
で
は
な
い
と
分
か
る
。
心
が
至
ら
な
け
れ
ば
、
礼
も
ま
た
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
自
ら
の
心
を
尽
く
せ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
挙
動
は
、
す
べ
て
礼
に
適
う
の
だ
。
だ
か
ら
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（
礼
は
）
世
に
繁
雑
で
末
節
の
こ
と
だ
と
い
わ
れ
よ
う
が
、
聖
人
が
「
神
を
窮
め
化
を
知
る
」
た
め
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
礼
は
、
実
地
に
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
敬
に
よ
っ
て
こ
そ
、
礼
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
礼
を
学
ん
で
こ
そ
、
礼
の
拠
り
ど
こ
ろ
が
あ
ら
わ
れ
る
。
三
百
三
千
の
礼
で
、
僅
か
で
も
尽
く
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
す
べ
て
敬
が
至
っ
て
お
ら
ず
、
我
が
心
も
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。（
我
が
心
が
）
僅
か
で
も
尽
く
さ
れ
な
け
れ
ば
、（
礼
を
）
運
用
変
化
さ
せ
よ
う
に
も
、
必
ず
放
恣
に
し
て
ま
と
ま
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
礼
は
天
則
で
あ
り
、
や
は
り
聖
人
に
作
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
春
秋
聖
人
之
於
天
下
也
、
未
嘗
作
也
、
而
有
述
焉
。
近
世
儒
者
有
言
。
述
之
者
、
天
也
。
作
之
者
、
人
也
。
詩
書
禮
樂
吾
夫
(
)
(
)
1
2
子
之
所
以
述
也
。
至
於
春
秋
、
其
文
則
魯
史
之
舊
、
其
詳
則
天
子
諸
侯
之
行
事
、
其
義
則
天
子
之
所
以
奉
若
天
道
者
、
而
孔
(
)3
子
何
作
焉
。
孟
子
之
所
謂
作
者
、
猶
曰
整
齊
其
文
云
耳
。
世
儒
遂
以
為
春
秋
孔
子
所
自
作
、
筆
則
筆
、
削
則
削
、
雖
游
夏
不
(
)
(
)
4
5
能
賛
一
辭
於
其
間
、
言
其
義
聖
人
之
所
獨
得
也
。
信
斯
言
也
、
則
春
秋
其
孔
氏
之
書
乎
。
夫
春
秋
天
子
之
事
也
。
聖
人
以
匹
(
)6
夫
而
與
天
子
之
事
、
此
王
法
之
所
當
正
也
、
不
能
自
逃
於
王
法
而
能
正
人
乎
。
亂
臣
賊
子
其
有
辭
矣
。
ａ
(
)7
〔
校
異
〕
ａ
人
乎
…
四
庫
本
、
「
乎
人
」
に
作
る
。
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〔
注
釈
〕
（
１
）
未
嘗
作
也
、
而
有
述
焉
…
『
論
語
』
述
而
に
「
子
曰
、
述
而
不
作
、
信
而
好
古
、
竊
比
於
我
老
彭
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
「
作
」
と
は
、
ま
だ
な
い
も
の
を
創
始
す
る
こ
と
、
「
述
」
と
は
、
す
で
に
存
在
す
る
も
の
を
祖
述
す
る
こ
と
を
指
す
。
『
論
語
』
当
該
章
に
対
し
て
、
朱
熹
は
「
孔
子
刪
詩
書
、
定
禮
樂
、
贊
周
易
、
脩
春
秋
、
皆
傳
先
王
之
舊
、
而
未
嘗
有
所
作
也
」
（
『
四
書
章
句
集
注
』
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
／
九
三
頁
）
と
注
す
る
よ
う
に
、
孔
子
が
諸
経
を
編
纂
し
た
こ
と
は
、
「
作
」
で
は
な
く
「
述
」
の
行
為
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
儒
教
の
通
念
で
あ
り
、
陳
亮
も
そ
れ
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
（
２
）
述
之
者
～
人
也
…
胡
宏
『
知
言
』
陰
陽
に
「
道
可
述
、
不
可
作
。
述
之
者
、
天
也
。
作
之
者
、
人
也
。
三
王
述
之
、
五
伯
作
之
、
其
功
德
可
考
矣
」
（
『
胡
宏
集
』
、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
六
月
／
八
頁
）
と
あ
る
の
を
指
す
。
そ
も
そ
も
『
礼
記
』
楽
記
に
「
作
者
之
謂
聖
、
述
者
之
謂
明
」
と
あ
る
よ
う
に
、
儒
教
の
通
念
で
は
、
「
作
」
（
＝
創
作
）
の
主
体
は
聖
人
、
「
述
」
（
＝
祖
述
）
の
主
体
は
賢
人
で
、
「
作
」
は
「
述
」
よ
り
も
高
次
の
行
為
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
知
言
』
は
、
祖
述
の
主
体
を
「
天
」
、
創
始
の
主
体
を
「
人
」
と
し
、
「
述
」
を
「
作
」
よ
り
も
高
次
の
行
為
と
位
置
付
け
る
。
つ
ま
り
万
物
の
普
遍
的
な
準
則
と
し
て
の
「
道
」
は
、
そ
も
そ
も
創
始
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
祖
述
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
祖
述
こ
そ
が
道
に
対
す
る
正
し
い
態
度
で
あ
る
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
（
３
）
至
於
春
秋
～
而
孔
子
何
作
焉
…
『
孟
子
』
離
婁
下
に
「
王
者
之
跡
熄
而
詩
亡
、
詩
亡
然
後
春
秋
作
。
晉
之
乘
、
楚
之
檮
杌
、
魯
之
春
秋
、
一
也
。
其
事
則
齊
桓
晉
文
、
其
文
則
史
。
孔
子
曰
。
其
義
則
丘
竊
取
之
矣
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
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「
魯
史
」
と
は
、
杜
預
「
春
秋
左
氏
伝
序
」
に
「
春
秋
者
、
魯
史
記
之
名
也
」
、
そ
の
孔
穎
達
の
疏
に
「
魯
史
記
者
、
仲
尼
脩
魯
史
所
記
、
以
爲
春
秋
」
と
あ
る
よ
う
に
、
孔
子
が
『
春
秋
』
を
編
纂
す
る
際
に
依
拠
し
た
と
さ
れ
る
原
資
料
を
指
す
。
「
奉
若
天
道
」
は
、
『
尚
書
』
説
命
中
に
「
嗚
呼
明
王
、
奉
若
天
道
、
建
邦
設
都
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
、
い
わ
ゆ
る
偽
孔
伝
（
孔
安
国
伝
）
に
「
言
明
王
奉
順
此
道
、
以
立
國
設
都
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
奉
若
」
は
遵
守
の
意
と
解
釈
で
き
る
（
『
十
三
経
注
疏
整
理
本
』
、
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
年
一
二
月
／
一
六
・
三
頁
）
。
（
４
）
孟
子
之
所
謂
作
者
、
猶
曰
整
齊
其
文
云
耳
…
『
孟
子
』
滕
文
公
上
に
「
世
衰
道
微
、
邪
説
暴
行
有
作
、
臣
弑
其
君
者
有
之
、
子
弑
其
父
者
有
之
。
孔
子
懼
、
作
春
秋
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
孔
子
は
天
下
が
乱
れ
て
い
る
こ
と
を
懼
れ
て
『
春
秋
』
を
「
作
」
っ
た
と
い
う
。
こ
で
陳
亮
は
、
『
孟
子
』
が
『
春
秋
』
を
作
っ
た
の
は
孔
子
だ
と
説
い
て
い
る
こ
と
、
『
論
語
』
が
孔
子
は
祖
述
す
る
の
み
で
創
作
は
し
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
こ
と
の
整
合
性
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
「
整
齊
其
文
」
は
、
原
資
料
を
修
正
す
る
こ
と
。
班
彪
が
『
史
記
後
篇
』
を
著
し
た
際
に
「
今
此
後
篇
、
慎
覈
其
事
、
整
齊
其
文
」
（
『
後
漢
書
』
巻
四
〇
・
上
、
班
彪
伝
／
中
華
書
局
評
点
本
、
五
・
一
三
二
七
頁
）
と
述
べ
た
こ
と
に
基
づ
く
。
陳
亮
は
孔
子
の
『
春
秋
』
作
書
と
は
、
『
魯
史
』
の
文
章
表
現
の
修
正
で
あ
り
、
創
作
で
は
な
く
「
祖
述
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
（
５
）
筆
則
筆
、
削
則
削
、
雖
游
夏
不
能
賛
一
辭
於
其
間
…
『
史
記
』
巻
四
七
、
孔
子
世
家
に
「
至
於
為
春
秋
、
筆
則
筆
、
削
則
削
、
子
夏
之
徒
不
能
贊
一
辭
」
（
中
華
書
局
評
点
本
、
六
・
一
九
四
頁
）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
「
筆
」
と
「
削
」
と
は
、
孔
子
が
『
春
秋
』
を
自
ら
の
意
で
記
述
・
削
除
し
た
こ
と
を
指
す
。
「
游
夏
」
は
、
子
游
と
子
夏
を
指
し
、
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と
も
に
孔
子
の
高
弟
で
あ
る
。
（
６
）
夫
春
秋
天
子
之
事
也
…
『
孟
子
』
滕
文
公
下
に
「
春
秋
、
天
子
之
事
也
。
是
故
孔
子
曰
、
知
我
者
、
其
惟
春
秋
乎
。
罪
我
者
、
其
惟
春
秋
乎
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
（
７
）
亂
臣
賊
子
其
有
辭
矣
…
『
孟
子
』
滕
文
公
下
に
「
世
衰
道
微
、
邪
説
暴
行
有
作
、
臣
弑
其
君
者
有
之
、
子
弑
其
父
者
有
之
。
…
孔
子
懼
、
作
春
秋
。
春
秋
、
天
子
之
事
也
。
…
昔
者
禹
抑
洪
水
而
天
下
平
、
周
公
兼
夷
狄
驅
猛
獸
而
百
姓
寧
、
孔
子
成
春
秋
而
亂
臣
賊
子
懼
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
こ
の
よ
う
に
『
孟
子
』
は
、
『
春
秋
』
と
い
う
書
物
が
、
孔
子
が
天
子
に
代
わ
っ
て
世
の
乱
臣
賊
子
を
懲
ら
し
め
る
た
め
の
書
で
あ
っ
た
と
説
く
が
、
陳
亮
は
孔
子
の
『
春
秋
』
作
書
作
業
が
、
王
の
命
令
も
な
く
妄
り
に
増
入
、
削
除
す
る
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
法
に
背
く
行
為
で
あ
り
、
『
春
秋
』
が
乱
臣
賊
子
を
懲
ら
し
め
る
べ
き
根
拠
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
『
孔
子
』
の
『
春
秋
』
へ
の
関
与
は
、
微
修
正
で
あ
っ
た
は
ず
だ
と
主
張
す
る
。
〔
通
釈
〕
『
春
秋
』
聖
人
は
天
下
に
お
い
て
、
未
だ
か
つ
て
創
作
し
た
こ
と
は
な
く
、
祖
述
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
近
ご
ろ
の
儒
者
（
で
あ
る
胡
宏
）
に
以
下
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。
「
祖
述
す
る
者
は
天
で
あ
る
。
創
作
す
る
者
は
人
で
あ
る
」
と
。
『
詩
』
『
書
』
『
礼
』
『
楽
』
は
、
我
が
孔
夫
子
が
祖
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
『
春
秋
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
章
は
魯
史
の
旧
文
で
、
そ
の
詳
細
は
天
子
や
諸
侯
の
事
績
で
、
そ
の
意
義
は
天
子
が
天
道
を
遵
守
す
る
方
法
な
の
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
孔
子
が
創
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作
し
た
も
の
だ
と
言
え
よ
う
か
。
孟
子
が
「
（
孔
子
懼
れ
て
『
春
秋
』
を
）
作
る
」
と
言
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
（
『
後
漢
書
』
班
彪
伝
に
い
わ
ゆ
る
）
「
其
の
文
を
整
齊
す
」
る
よ
う
な
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
世
の
儒
者
た
ち
は
、
『
春
秋
』
は
孔
子
が
自
ら
創
作
し
、
記
述
加
筆
す
べ
き
は
記
述
加
筆
し
、
削
除
す
べ
き
は
削
除
し
た
も
の
で
、
子
游
や
子
夏
で
さ
え
一
字
も
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
な
ど
と
考
え
、
そ
の
義
理
は
聖
人
だ
け
が
到
達
で
き
る
な
ど
と
言
う
。
こ
の
言
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
『
春
秋
』
は
、
孔
子
個
人
の
書
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
ま
い
か
。
そ
も
そ
も
『
春
秋
』
は
、
天
子
の
事
業
で
あ
る
。
聖
人
が
匹
夫
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら
、
天
子
の
事
業
に
携
わ
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
王
法
に
よ
っ
て
裁
か
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
自
分
自
身
が
王
法
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
の
に
、
他
人
を
裁
く
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
。
そ
れ
で
は
謀
反
の
臣
下
や
親
殺
し
の
子
（
『
孟
子
』
滕
文
公
上
）
に
も
言
い
分
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
夫
賞
、
天
命
。
罰
、
天
討
也
。
天
子
、
奉
天
而
行
者
也
、
賞
罰
而
一
毫
不
得
其
當
、
是
慢
天
也
。
慢
而
至
於
顛
倒
錯
亂
、
(
)
(
)
8
9
則
天
道
滅
矣
。
滅
天
道
、
則
為
自
絶
於
天
。
夫
子
、
周
之
民
也
。
傷
周
之
自
絶
於
天
、
而
不
忍
文
武
之
業
遂
墜
於
地
也
。
取
(
)
(
)
10
11
魯
史
之
舊
文
、
因
天
子
諸
侯
之
行
事
而
一
正
之
。
賞
不
違
乎
天
命
、
罰
不
違
乎
天
討
、
猶
曰
此
周
天
子
之
所
以
奉
乎
天
者
也
。
或
去
天
稱
王
、
或
宰
以
名
見
、
猶
曰
此
周
天
子
之
所
以
自
贖
乎
天
者
也
。
天
之
道
不
亡
、
則
周
不
為
自
絶
於
天
。
周
不
為
自
(
)
(
)
12
13
絶
於
天
、
則
天
下
猶
有
王
也
。
天
下
有
王
、
而
亂
臣
賊
子
安
得
不
懼
乎
。
然
則
春
秋
者
、
周
天
子
之
書
也
、
而
夫
子
何
與
焉
。
〔
校
異
〕
異
同
無
し
。
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〔
注
釈
〕
（
８
）
夫
賞
～
奉
天
而
行
者
也
…
『
河
南
程
氏
経
説
』
巻
四
、
「
春
秋
伝
」
隠
公
元
年
に
「
王
者
奉
若
天
道
、
故
稱
天
王
。
其
命
曰
天
命
、
其
討
曰
天
討
。
盡
此
道
者
、
王
道
也
。
後
世
以
智
力
把
持
天
下
者
、
霸
道
也
。
春
秋
因
王
命
以
正
王
法
、
稱
天
王
以
奉
天
」
（
『
二
程
集
』
、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
七
月
／
四
・
一
〇
八
七
頁
）
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
な
お
元
来
『
尚
書
』
皋
陶
謨
に
は
、
「
天
命
有
德
、
五
服
五
章
哉
。
天
討
有
罪
、
五
刑
五
用
哉
」
と
あ
り
、
「
天
」
に
よ
る
賞
罰
を
代
行
す
る
の
が
王
者
の
役
割
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
説
命
中
に
は
「
嗚
呼
明
王
、
奉
若
天
道
」
と
あ
る
。
（
９
）
顛
倒
錯
亂
…
筋
道
を
失
い
秩
序
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
。
同
時
代
の
用
例
と
し
て
、
朱
熹
『
孟
子
集
注
』
の
「
害
義
者
、
顛
倒
錯
亂
、
傷
敗
彝
倫
、
故
謂
之
殘
」
（
『
四
書
章
句
集
注
』
／
二
一
頁
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
）
自
絶
於
天
…
『
尚
書
』
泰
誓
下
に
「
王
曰
、
嗚
呼
、
我
西
土
君
子
、
天
有
顯
道
、
厥
類
惟
彰
。
今
商
王
受
、
狎
侮
五
10常
、
荒
怠
弗
敬
。
自
絶
于
天
、
結
怨
于
民
、
斮
朝
渉
之
脛
、
剖
賢
人
之
心
」
と
あ
る
。
（
）
不
忍
文
武
之
業
遂
墜
於
地
也
…
『
論
語
』
子
張
に
「
子
貢
曰
、
文
武
之
道
、
未
墜
於
地
、
在
人
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
11え
る
。
（
）
或
去
天
稱
王
、
或
宰
以
名
見
…
前
者
は
『
春
秋
』
経
文
で
、
周
王
の
こ
と
を
「
天
王
」
と
記
す
べ
き
箇
所
で
、
単
に
12「
王
」
と
の
み
記
し
た
こ
と
を
指
す
。
ま
た
後
者
は
、
『
春
秋
』
隠
公
元
年
に
「
秋
、
七
月
、
天
王
使
宰
咺
來
歸
惠
公
仲
子
之
賵
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
、
周
王
が
魯
の
恵
公
の
妾
仲
子
に
恵
公
の
助
葬
品
を
送
っ
た
際
、
使
者
の
官
名
「
宰
」
だ
け
で
な
く
、
「
咺
」
と
い
う
名
も
記
し
た
こ
と
を
指
す
。
胡
安
国
は
こ
の
こ
と
を
、
王
と
い
う
尊
位
に
あ
り
な
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が
ら
諸
侯
の
妾
へ
贈
り
物
を
送
る
と
い
う
非
礼
行
為
に
対
し
て
、
こ
れ
を
諫
め
る
こ
と
な
く
盲
従
す
る
周
王
の
使
者
を
、
孔
子
が
貶
め
て
名
で
記
し
た
と
解
釈
す
る
（
『
春
秋
胡
氏
伝
』
巻
一
、
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
四
月
／
四
頁
）
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
は
、
従
来
の
春
秋
学
で
は
い
ず
れ
も
、
孔
子
が
周
王
や
そ
の
臣
下
を
貶
め
て
魯
史
の
原
文
を
改
め
た
と
解
釈
す
る
。
た
だ
先
述
の
通
り
、
陳
亮
は
孔
子
が
周
王
に
対
し
て
褒
貶
を
加
え
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
法
律
に
背
く
行
為
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
陳
亮
は
、
『
春
秋
』
が
周
王
を
貶
め
る
体
裁
で
記
述
し
て
い
る
箇
所
は
、
孔
子
が
周
王
を
貶
め
る
立
場
で
修
正
し
た
の
で
は
な
く
、
周
王
が
「
自
ら
」
天
に
贖
罪
し
て
自
ら
を
貶
め
る
体
裁
と
な
る
よ
う
孔
子
が
『
春
秋
』
を
修
正
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
（
）
自
贖
…
贖
罪
の
意
。
同
時
代
の
用
例
と
し
て
、
葉
適
『
水
心
集
』
巻
二
五
、
「
母
杜
氏
墓
志
」
の
「
閏
月
二
十
三
日
、
13竟
卒
。
天
乎
痛
哉
。
是
所
以
照
臨
諸
孤
之
不
孝
、
而
使
之
終
無
以
自
贖
者
也
」
（
『
葉
適
集
』
、
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
一
二
月
／
二
・
五
一
〇
頁
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
〔
通
釈
〕
そ
も
そ
も
褒
賞
は
天
か
ら
の
命
令
で
あ
り
、
刑
罰
は
天
か
ら
の
懲
ら
し
め
で
あ
り
、
天
子
は
こ
の
天
を
遵
守
し
て
行
う
者
で
あ
る
。
賞
罰
を
行
っ
て
も
そ
れ
が
全
く
適
切
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
天
に
対
す
る
怠
慢
で
あ
る
。
天
に
対
し
て
怠
慢
で
、
筋
道
を
失
っ
て
秩
序
を
混
乱
さ
せ
る
に
至
る
と
、
天
道
は
滅
ん
で
し
ま
う
。
天
道
を
滅
ぼ
す
と
は
、
自
ら
天
を
拒
絶
す
る
こ
と
で
あ
る
。
孔
夫
子
は
周
王
朝
の
民
で
あ
っ
た
が
、
周
が
自
ら
天
か
ら
離
れ
て
い
く
の
を
嘆
き
悲
し
み
、
文
王
や
武
王
の
功
業
が
、
と
う
と
う
地
に
墜
ち
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
見
過
ご
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
魯
史
の
旧
文
を
採
っ
て
、
天
子
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や
諸
侯
の
事
蹟
に
依
拠
し
て
、
一
通
り
こ
れ
を
整
頓
し
た
。
褒
賞
が
天
の
命
令
に
違
わ
ず
、
刑
罰
が
天
の
懲
ら
し
め
に
違
わ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
「
か
く
し
て
周
の
天
子
は
天
を
戴
い
た
」
と
言
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
あ
る
時
は
（
『
春
秋
』
の
経
文
が
「
天
王
」
と
記
す
べ
き
と
こ
と
を
）
「
天
」
と
い
う
字
を
削
っ
て
「
王
」
と
の
み
記
し
、
ま
た
あ
る
時
は
宰
相
の
こ
と
を
名
前
で
示
す
の
は
、
ち
ょ
う
ど
「
か
く
し
て
周
の
天
子
は
自
ら
天
に
贖
罪
し
た
」
と
言
う
よ
う
な
も
の
だ
。
天
の
道
が
滅
び
な
い
の
は
、
周
が
自
ら
天
を
拒
絶
す
る
こ
と
を
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
周
が
自
ら
天
を
拒
絶
し
な
け
れ
ば
、
天
下
に
は
な
お
王
者
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
天
下
に
王
者
が
い
れ
ば
、
乱
臣
賊
子
は
ど
う
し
て
恐
れ
お
の
か
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
『
春
秋
』
は
周
の
天
子
の
書
な
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
孔
夫
子
が
こ
れ
に
関
わ
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。
或
曰
春
秋
而
繫
之
以
魯
、
何
也
。
曰
天
下
有
王
、
凡
諸
侯
之
國
之
所
記
載
、
獨
非
天
子
之
事
乎
。
而
况
魯
、
周
之
宗
國
、
(
)
(
)
14
15
其
事
可
得
而
詳
也
。
夫
子
曰
、
如
有
用
我
者
、
吾
其
為
東
周
乎
。
此
夫
子
之
志
、
春
秋
之
所
由
作
也
。
是
以
盡
事
物
之
情
、
(
)
ｂ
16
達
時
措
之
宜
、
正
以
等
之
、
恕
以
通
之
、
直
而
行
之
、
曲
而
暢
之
。
其
名
是
也
、
其
實
非
也
、
則
文
與
而
實
不
與
。
其
心
然
(
)
(
)
(
)
17
18
19
也
、
其
事
異
也
、
則
誅
其
事
而
達
其
心
。
微
顯
闡
幽
、
謹
嚴
寛
裕
、
如
天
之
稱
物
平
施
、
如
陰
陽
之
並
行
不
悖
。
文
武
周
公
(
)
(
)
(
)
20
21
22
之
政
所
以
曲
當
乎
人
心
者
也
、
而
謂
春
秋
孔
子
之
所
自
作
、
宜
非
亮
之
所
敢
知
也
。
春
秋
所
書
、
無
往
而
非
天
。
學
者
以
人
(
)23
而
視
春
秋
、
而
謂
有
得
於
聖
人
之
意
者
、
非
也
。
故
將
與
諸
君
以
天
下
之
公
而
觀
之
、
毋
以
一
人
之
私
而
觀
之
、
辭
達
而
義
ｃ
暢
、
庶
乎
可
以
窺
天
道
之
全
也
。
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〔
校
異
〕
ｂ
由
…
集
成
本
・
金
華
本
、
「
繇
」
に
作
る
。
ｃ
辭
…
四
庫
本
、
「
詞
」
に
作
る
。
〔
注
釈
〕
（
）
春
秋
而
繫
之
以
魯
…
『
春
秋
』
は
、
魯
の
歴
代
十
二
人
の
君
主
（
隠
公
、
桓
公
、
荘
公
、
閔
公
、
僖
公
、
文
公
、
宣
14公
、
成
公
、
襄
公
、
昭
公
、
定
公
、
哀
公
）
の
即
位
年
に
よ
っ
て
繋
年
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
）
宗
國
…
同
姓
で
祖
先
を
等
し
く
す
る
国
。
魯
の
初
代
君
主
の
伯
禽
は
、
周
の
建
国
の
功
臣
周
公
旦
の
子
で
、
ま
た
15周
公
旦
は
周
の
初
代
君
主
武
王
の
同
母
弟
で
、
と
も
に
姫
姓
で
あ
る
。
『
孟
子
』
滕
文
公
上
に
「
然
友
反
命
、
定
爲
三
年
之
喪
。
父
兄
百
官
皆
不
欲
也
。
故
曰
。
吾
宗
國
魯
先
君
莫
之
行
、
吾
先
君
亦
莫
之
行
也
」
と
あ
り
、
そ
の
趙
岐
注
に
「
滕
魯
同
姓
、
俱
出
文
王
」
と
あ
る
（
『
十
三
経
注
疏
整
理
本
』
／
二
五
・
一
五
六
頁
）
。
（
）
如
有
用
我
者
、
吾
其
為
東
周
乎
…
『
論
語
』
陽
貨
に
「
公
山
不
擾
以
費
畔
、
召
、
子
欲
往
、
子
路
不
説
曰
末
之
也
已
、
16何
必
公
山
氏
之
也
。
子
曰
、
夫
召
我
者
、
而
豈
徒
哉
、
如
有
用
我
者
、
吾
其
爲
東
周
乎
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
（
）
時
措
之
宜
…
『
中
庸
』
に
「
誠
者
自
成
也
、
而
道
自
道
也
。
誠
者
物
之
終
始
、
不
誠
無
物
。
是
故
君
子
誠
之
為
貴
。
17誠
者
非
自
成
己
而
已
也
、
所
以
成
物
也
。
成
己
、
仁
也
。
成
物
、
知
也
。
性
之
德
也
、
合
外
内
之
道
也
、
故
時
措
之
宜
也
」
と
あ
る
。
（
）
曲
而
暢
之
…
杜
預
「
春
秋
左
氏
伝
序
」
に
「
然
亦
有
史
所
不
書
、
即
以
爲
義
者
。
此
蓋
春
秋
新
意
。
故
傳
不
言
凡
、
18
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曲
而
暢
之
也
」
（
『
十
三
経
注
疏
整
理
本
』
／
一
六
・
二
〇
頁
）
と
あ
る
。
（
）
文
與
而
實
不
與
…
そ
の
実
例
は
未
詳
だ
が
、
逆
の
ケ
ー
ス
と
し
て
は
以
下
の
例
が
あ
る
。
『
春
秋
』
僖
公
二
年
の
経
19文
は
「
齊
師
、
宋
師
、
曹
師
次
于
聶
北
、
救
邢
」
と
あ
り
、
斉
、
宋
、
曹
の
三
国
が
邢
国
を
救
援
し
よ
う
と
し
て
間
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
記
す
。
そ
の
『
公
羊
伝
』
に
は
「
救
不
言
次
、
此
其
言
次
何
。
不
及
事
也
。
不
及
事
者
何
。
邢
已
亡
矣
。
…
曷
為
先
言
次
而
後
言
救
。
君
也
。
不
與
諸
侯
專
封
也
。
曷
為
不
與
。
實
與
而
文
不
與
。
文
曷
為
不
與
。
諸
侯
之
義
不
得
專
封
也
。
諸
侯
之
義
不
得
專
封
，
則
其
曰
實
與
之
何
。
上
無
天
子
、
下
無
方
伯
、
天
下
諸
侯
有
相
滅
亡
者
、
力
能
救
之
、
則
救
之
可
也
」
と
あ
り
、
経
文
が
諸
国
を
「
師
」
と
記
し
て
封
爵
で
記
さ
な
い
の
は
、
斉
、
宋
、
曹
が
王
命
に
因
ら
ず
に
封
爵
を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ
な
い
た
め
だ
と
解
釈
し
、
ま
た
、
実
際
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
救
援
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
記
す
の
は
、
救
援
の
行
為
自
体
は
容
認
し
て
い
る
た
め
と
解
釈
し
、
そ
う
し
た
事
情
を
「
實
與
而
文
不
與
」
と
総
括
す
る
。
（
）
誅
其
事
而
達
其
心
…
そ
の
実
例
は
未
詳
。
董
平
『
陳
亮
文
粋
』
も
こ
の
句
に
注
を
附
す
が
、
上
文
の
「
恕
以
通
之
」
20（
思
い
や
り
に
よ
っ
て
通
暁
す
る
）
と
の
関
連
を
い
う
の
み
で
、
『
春
秋
』
に
お
け
る
具
体
例
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
（
）
微
顯
闡
幽
…
『
周
易
』
繋
辞
下
に
「
夫
易
、
彰
往
而
察
來
、
而
微
顯
闡
幽
、
開
而
當
名
辨
物
、
正
言
斷
辭
則
備
矣
」
21と
あ
る
。
ま
た
杜
預
「
春
秋
左
氏
伝
序
」
に
「
其
微
顯
闡
幽
、
裁
成
義
類
者
、
皆
據
舊
例
而
發
義
、
指
行
事
以
正
襃
貶
」
と
あ
り
、
そ
の
孔
穎
達
疏
に
「
微
謂
纖
隱
、
闡
謂
著
明
」
と
あ
る
（
『
十
三
経
注
疏
整
理
本
』
／
一
六
・
一
八
頁
）
。
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（
）
稱
物
平
施
…
『
周
易
』
謙
卦
・
大
象
に
「
君
子
以
裒
多
益
寡
、
稱
物
平
施
」
と
あ
る
。
22
（
）
曲
當
…
隅
々
ま
で
ち
ょ
う
ど
よ
い
こ
と
。
『
荀
子
』
王
制
に
「
三
節
者
不
當
、
則
其
餘
雖
曲
當
、
猶
將
無
益
也
」
と
23あ
り
、
そ
の
楊
倞
注
に
「
曲
當
、
謂
委
曲
皆
當
」
（
『
荀
子
集
解
』
、
中
華
書
局
、
一
九
八
年
九
月
／
一
五
三
頁
）
と
あ
る
。
〔
通
釈
〕
あ
る
者
が
「
『
春
秋
』
の
繋
年
は
何
故
、
魯
を
主
体
と
し
て
い
る
の
か
」
と
問
う
て
き
た
の
で
、
私
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。
「
天
下
に
は
王
が
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
も
そ
も
諸
侯
の
国
が
記
載
す
る
に
し
て
も
、
ど
う
し
て
天
子
と
無
関
係
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
し
て
や
魯
は
周
と
宗
国
（
同
姓
で
祖
先
を
等
し
く
す
る
国
）
で
あ
っ
て
、
そ
の
事
柄
は
詳
細
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
孔
夫
子
は
「
如
し
我
を
用
ふ
る
者
あ
れ
ば
、
吾
は
其
れ
東
周
を
為
さ
ん
か
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
孔
夫
子
の
志
で
あ
り
、
『
春
秋
』
が
作
ら
れ
た
理
由
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
事
物
の
情
況
を
詳
細
に
し
、
そ
の
時
々
に
お
け
る
適
切
さ
に
通
暁
し
、
文
字
を
訂
正
し
て
記
述
を
事
実
に
応
じ
て
統
一
し
、
思
い
や
り
の
心
に
よ
っ
て
通
暁
し
、
簡
明
直
截
に
表
現
し
、
隅
々
ま
で
説
明
し
て
い
く
こ
と
だ
。
そ
の
名
目
が
正
し
く
て
も
、
そ
の
現
実
が
誤
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
文
章
で
は
許
し
て
も
実
際
に
は
許
さ
な
い
。
そ
の
心
が
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
事
実
が
異
な
れ
ば
、
事
実
を
誅
伐
し
て
心
を
酌
量
す
る
。
見
え
難
か
っ
た
り
、
は
っ
き
り
と
明
ら
か
に
な
っ
た
り
、
慎
み
厳
か
に
な
っ
た
り
、
寛
容
恩
裕
に
な
っ
た
り
、
ち
ょ
う
ど
天
が
物
を
量
る
こ
と
が
公
平
で
、
陰
と
陽
と
が
併
存
し
て
互
い
に
背
き
あ
わ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
文
王
、
武
王
、
周
公
の
政
治
は
隅
々
ま
で
人
心
に
応
え
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
、
『
春
秋
』
は
孔
子
が
自
ら
作
っ
た
も
の
だ
と
言
お
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う
も
の
な
ら
、
そ
れ
は
私
に
は
理
解
で
き
な
い
。
『
春
秋
』
が
書
き
記
し
た
こ
と
は
、
す
べ
て
が
天
の
ご
と
く
に
公
平
無
私
で
あ
る
の
だ
。
学
ぶ
も
の
が
、
「
人
」
の
立
場
か
ら
『
春
秋
』
を
見
て
お
い
て
、
「
聖
人
の
意
図
が
分
か
っ
た
」
な
ど
と
言
う
の
は
誤
り
だ
。
だ
か
ら
、
も
し
諸
君
と
も
に
、
天
下
の
公
の
立
場
か
ら
読
み
、
自
分
ひ
と
り
の
私
心
に
基
づ
い
て
読
ま
な
け
れ
ば
、
（
『
春
秋
』
の
）
言
葉
は
明
白
で
意
味
は
鮮
明
と
な
り
、
天
道
の
完
全
さ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。語
孟
發
題
ａ
論
語
論
語
一
書
、
無
非
下
學
之
事
也
。
學
者
求
其
上
達
之
説
而
不
得
、
則
取
其
言
之
若
微
妙
者
玩
而
索
之
、
意
生
見
長
、
又
(
)
(
)
1
2
從
而
爲
之
辭
曰
、
此
精
也
、
彼
特
其
粗
耳
。
嗚
呼
、
此
其
所
以
終
身
讀
之
而
墮
於
榛
莽
之
中
、
而
猶
自
謂
其
有
得
也
。
夫
道
(
)
(
)
3
4
之
在
天
下
、
無
本
末
、
無
内
外
。
聖
人
之
言
、
烏
有
舉
其
一
而
遺
其
一
者
乎
。
舉
其
一
而
遺
其
一
、
則
是
聖
人
猶
與
道
為
二
也
。然
則
論
語
之
書
、
若
之
何
而
讀
之
。
曰
、
用
明
於
内
、
汲
於
下
學
、
而
求
其
心
之
所
同
然
者
。
功
深
力
到
、
則
他
日
(
)
(
)
5
6
之
上
達
、
無
非
今
日
之
下
學
也
。
於
是
而
讀
論
語
之
書
、
必
知
通
體
而
好
之
矣
。
亮
於
此
書
、
固
終
身
之
所
願
學
者
、
方
將
(
)
ｂ
(
)
7
8
與
諸
君
商
搉
其
所
向
而
戒
塗
焉
。
〔
校
異
〕
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ａ
語
孟
發
題
…
四
庫
本
・
集
成
本
・
金
華
本
、
此
の
四
字
無
し
。
ｂ
者
…
四
庫
本
・
集
成
本
・
金
華
本
、
「
也
」
に
作
る
。
〔
注
釈
〕
（
１
）
下
學
…
『
論
語
』
憲
問
に
「
子
曰
、
不
怨
天
、
不
尤
人
。
下
學
而
上
達
。
知
我
者
其
天
乎
」
と
あ
る
。
程
頤
は
こ
の
語
に
つ
い
て
「
蓋
凡
下
學
人
事
、
便
是
上
達
天
理
」
と
解
釈
し
、
初
歩
的
か
つ
形
而
下
的
な
事
象
に
取
り
組
ん
で
、
や
が
て
は
形
而
上
的
な
哲
理
へ
と
到
達
す
る
こ
と
理
解
し
、
朱
熹
も
こ
の
説
を
『
論
語
集
注
』
で
採
用
し
て
い
る
（
『
四
書
章
句
集
注
』
／
一
五
八
頁
）
。
さ
て
こ
の
立
場
で
は
真
に
重
要
な
の
は
「
上
達
」
で
あ
り
、
「
下
學
」
は
そ
こ
に
至
る
た
め
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
陳
亮
が
こ
の
文
章
の
冒
頭
で
「
下
學
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
の
は
、
「
上
達
」
を
「
下
學
」
か
ら
切
り
離
し
て
い
る
（
と
彼
が
見
な
す
）
程
子
門
流
に
対
す
る
反
発
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
（
２
）
取
其
言
之
若
微
妙
者
玩
而
索
之
～
彼
特
其
粗
耳
…
経
書
の
分
か
り
に
く
い
箇
所
を
、
精
妙
に
解
釈
し
て
い
こ
う
と
す
る
当
時
の
学
者
に
対
す
る
陳
亮
の
批
判
。
以
下
の
よ
う
な
例
が
批
判
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
か
。
例
え
ば
『
論
語
』
子
罕
の
「
性
相
近
也
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
『
論
語
集
注
』
に
引
く
程
頤
の
説
は
「
程
子
曰
、
此
言
氣
質
之
性
、
非
言
性
之
本
也
。
若
言
其
本
、
則
性
即
是
理
、
理
無
不
善
、
孟
子
之
言
性
善
是
也
。
何
相
近
之
有
哉
」
（
『
四
書
章
句
集
注
』
／
一
七
五
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
程
頤
は
、
「
性
相
近
也
」
の
「
性
」
は
、
本
性
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
気
質
を
交
え
て
説
い
た
も
の
だ
と
解
釈
し
、
よ
り
厳
密
に
性
を
説
明
す
れ
ば
、
性
に
は
不
善
が
な
く
絶
対
的
に
善
で
あ
る
と
説
明
を
加
え
る
の
で
あ
る
。
こ
で
陳
亮
が
「
此
精
也
、
彼
特
其
粗
耳
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
程
子
の
よ
う
な
態
度
を
批
判
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
３
）
此
其
所
以
終
身
讀
之
而
墮
於
榛
莽
之
中
、
而
猶
自
謂
其
有
得
也
…
「
終
身
」
は
、
死
ぬ
ま
で
の
意
。
『
礼
記
』
王
制
に
「
大
夫
廢
其
事
、
終
身
不
仕
、
死
以
士
禮
葬
之
」
と
あ
る
。
「
榛
莽
」
は
、
鬱
蒼
と
生
い
茂
る
草
木
の
意
。
李
白
・
古
詩
「
古
風
」
に
「
白
骨
横
千
霜
、
嵯
峨
蔽
榛
莽
」
（
『
李
太
白
全
集
』
巻
二
、
中
華
書
局
、
一
九
七
年
九
月
／
上
・
一
〇
六
頁
）
と
あ
る
。
「
有
得
」
は
、
理
解
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
。
陶
潜
「
與
子
儼
等
疏
」
に
「
少
學
琴
書
、
偶
愛
閑
靜
、
開
卷
有
得
、
便
欣
然
忘
食
」
（
『
陶
淵
明
集
』
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
五
月
／
一
八
頁
）
と
あ
る
。
（
４
）
夫
道
之
在
天
下
～
無
内
外
…
道
に
本
末
内
外
が
な
い
と
す
る
考
え
方
自
体
は
、
道
学
の
通
念
に
等
し
い
。
例
え
ば
『
河
南
程
氏
粋
言
』
巻
二
、
心
性
・
四
七
条
に
「
子
曰
、
世
之
言
道
者
、
以
性
命
爲
高
遠
、
孝
弟
爲
切
近
、
而
不
知
其
一
統
。
道
無
本
末
精
粗
之
別
」
（
『
二
程
集
』
／
四
・
一
二
五
七
頁
）
と
あ
る
。
（
５
）
用
明
於
内
、
汲
於
下
學
…
「
用
明
」
は
聡
明
さ
を
用
い
る
こ
と
。
『
孟
子
』
梁
惠
王
上
に
「
然
則
一
羽
之
不
擧
、
爲
不
用
力
焉
、
輿
薪
之
不
見
、
爲
不
用
明
焉
、
百
姓
之
不
見
保
、
爲
不
用
恩
焉
、
故
王
之
不
王
、
不
爲
也
、
非
不
能
也
。
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
、
こ
で
は
眼
前
の
事
物
に
対
し
て
十
分
に
心
を
差
し
向
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
。
「
汲
汲
」
は
一
心
に
求
め
る
こ
と
。
『
礼
記
』
問
喪
篇
に
「
其
往
送
也
、
望
然
、
汲
然
如
有
追
而
弗
及
也
」
と
あ
る
。
（
６
）
其
心
之
所
同
然
者
…
『
孟
子
』
告
子
上
に
「
口
之
於
味
也
、
有
同
耆
焉
。
耳
之
於
聲
也
、
有
同
聽
焉
。
目
之
於
色
也
、
有
同
美
焉
。
至
於
心
、
獨
無
所
同
然
乎
。
心
之
所
同
然
者
何
也
。
謂
理
也
、
義
也
。
聖
人
先
得
我
心
之
所
同
然
耳
。
故
理
義
之
悅
我
心
、
猶
芻
豢
之
悅
我
口
」
と
あ
る
。
（
７
）
通
體
…
全
部
の
意
。
- 156 -
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
第
号
28
（
８
）
方
將
與
諸
君
商
搉
其
所
向
而
戒
塗
焉
…
「
商
搉
」
は
、
比
較
し
て
考
察
す
る
こ
と
。
『
文
選
』
巻
五
、
左
思
「
呉
都
賦
」
に
「
剖
判
庶
士
、
商
搉
萬
俗
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
の
注
に
「
廣
雅
曰
。
商
、
度
也
。
搉
、
粗
略
也
」
（
『
文
選
』
、
上
海
古
籍
出
版
、
一
九
八
六
年
八
月
／
一
・
二
三
四
頁
）
と
あ
る
。
「
戒
塗
」
は
、
出
発
の
意
。
『
晋
書
』
巻
三
八
、
楽
平
王
延
祚
伝
に
「
遂
乃
褫
龍
章
於
袞
職
、
徙
侯
服
於
下
藩
、
未
及
戒
塗
、
終
於
憤
恚
、
惜
哉
」
（
中
華
書
局
評
点
本
／
四
・
一
三
九
頁
）
と
あ
る
。
〔
通
釈
〕語
孟
発
題
『
論
語
』
『
論
語
』
と
い
う
書
物
は
、
す
べ
て
「
下
学
」
の
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
学
ぶ
者
は
「
上
達
」
の
説
を
求
め
よ
う
と
し
て
そ
れ
が
得
ら
れ
な
い
と
、
『
論
語
』
の
言
葉
の
捉
え
が
た
い
部
分
を
取
り
上
げ
て
、
じ
っ
く
り
考
察
し
、
何
か
考
え
が
思
い
浮
か
ん
で
熟
す
と
、
そ
れ
に
従
っ
て
文
章
を
作
り
、
「
こ
れ
が
精
密
な
言
葉
だ
。
あ
れ
（
『
論
語
』
の
経
文
の
捉
え
が
た
い
部
分
）
は
た
だ
の
粗
略
な
言
葉
だ
」
な
ど
と
言
う
。
あ
、
こ
れ
こ
そ
が
死
ぬ
ま
で
『
論
語
』
を
読
ん
で
鬱
蒼
と
し
た
茂
み
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
っ
て
も
、
そ
れ
で
も
な
お
自
分
で
は
体
得
し
た
も
の
が
あ
っ
た
な
ど
と
言
い
張
る
所
以
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
道
は
天
下
に
お
い
て
、
根
本
と
末
節
の
区
別
は
無
く
、
内
面
と
外
側
の
区
別
も
無
い
。
聖
人
の
言
葉
は
、
ど
う
し
て
そ
の
一
方
の
み
を
挙
げ
て
、
残
り
の
も
う
一
方
を
放
っ
て
お
く
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
そ
の
一
方
の
み
を
挙
げ
て
残
り
の
も
う
一
方
を
放
っ
て
お
く
の
で
あ
れ
ば
、
聖
人
は
道
と
は
一
体
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
お
う
。
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そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
論
語
』
と
い
う
書
物
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
読
め
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
聡
明
さ
を
内
面
に
用
い
て
、
下
学
に
専
心
に
取
り
組
み
、
そ
の
「
心
の
同
じ
く
然
り
と
す
る
所
」
の
も
の
を
求
め
る
こ
と
だ
。
努
力
が
積
み
重
な
れ
ば
、
将
来
「
上
達
」
す
る
こ
と
は
、
全
て
今
日
に
「
下
学
」
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
『
論
語
』
と
い
う
書
物
を
読
ん
で
い
け
ば
、
必
ず
全
体
を
理
解
し
て
こ
れ
を
好
む
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
は
こ
の
書
に
お
い
て
、
固
く
死
ぬ
ま
で
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
諸
君
と
も
に
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
を
見
定
め
て
、
始
め
て
い
き
た
い
。
孟
子
昔
先
儒
有
言
。
公
則
一
、
私
則
萬
殊
。
人
心
不
同
、
如
其
面
焉
、
此
私
心
也
。
嗚
呼
、
私
心
一
萌
、
而
吾
不
知
其
所
終
(
)1
窮
矣
。
先
王
之
時
、
禮
達
分
定
、
而
心
有
所
止
。
故
天
下
之
人
各
識
其
本
心
、
親
其
親
而
親
人
之
親
、
子
其
子
而
子
人
之
子
、
(
)
(
)
2
3
其
本
心
未
嘗
不
同
也
。
周
道
衰
而
王
澤
竭
、
利
害
興
而
人
心
動
、
計
較
作
於
中
、
思
慮
營
於
外
、
其
始
將
計
其
便
安
、
而
其
(
)
(
)
4
5
終
至
於
争
奪
誅
殺
、
毒
流
四
方
而
未
已
。
孟
子
生
於
是
時
、
憫
天
下
之
至
此
極
、
謂
其
流
不
可
勝
救
、
惟
人
心
一
正
、
則
各
(
)6
循
其
本
、
而
天
下
定
矣
。
況
其
勢
已
窮
而
將
變
、
變
而
通
之
、
何
啻
反
掌
之
易
。
孟
子
知
其
理
之
甚
速
、
而
時
君
方
以
爲
迂
、
ａ
(
)
(
)
(
)
(
)
7
8
9
10
吾
是
以
知
非
斯
道
之
難
行
、
而
人
心
之
難
正
也
。
故
善
觀
孟
子
之
書
者
、
當
知
其
主
於
正
人
心
、
而
求
正
人
心
之
説
者
、
當
知
其
嚴
義
利
之
辨
於
毫
釐
之
際
。
嘗
試
與
諸
(
)11
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君
共
之
。
〔
校
異
〕
ａ
將
變
…
四
庫
本
、
「
將
變
乎
」
に
作
る
。
〔
注
釈
〕
（
１
）
公
則
一
～
此
私
心
也
…
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
、
「
入
関
語
録
」
一
八
条
（
程
頤
語
）
に
「
公
則
一
、
私
則
萬
殊
。
至
當
歸
一
、
精
義
無
二
。
人
心
不
同
如
面
、
只
是
私
心
」
と
あ
る
。
も
と
『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
三
十
一
年
・
伝
に
「
子
産
曰
、
人
心
之
不
同
如
其
面
焉
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
程
頤
の
語
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
の
記
事
に
対
す
る
再
解
釈
と
言
え
る
。
な
お
こ
の
程
頤
の
語
は
、
『
近
思
録
』
巻
一
・
二
七
条
に
も
引
か
れ
る
が
、
『
近
思
録
』
で
は
陳
亮
の
文
と
同
じ
く
「
至
當
歸
一
、
精
義
無
二
」
の
八
字
が
見
え
な
い
。
（
２
）
禮
達
分
定
…
『
礼
記
』
礼
運
に
「
故
禮
達
而
分
定
、
人
皆
愛
其
死
而
患
其
生
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
（
３
）
親
其
親
而
親
人
之
親
、
子
其
子
而
子
人
之
子
…
『
礼
記
』
礼
運
に
「
大
道
之
行
也
、
天
下
為
公
。
選
賢
與
能
、
講
信
修
睦
、
故
人
不
獨
親
其
親
、
不
獨
子
其
子
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
（
４
）
其
本
心
未
嘗
不
同
也
…
『
孟
子
』
告
子
上
に
「
心
之
所
同
然
者
何
也
。
謂
理
也
、
義
也
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
、
万
人
の
心
に
は
共
通
す
る
理
、
義
が
存
在
す
る
こ
と
を
言
う
。
（
５
）
利
害
興
而
人
心
動
…
『
周
易
』
繋
辞
下
に
「
是
故
愛
惡
相
攻
而
吉
凶
生
、
遠
近
相
取
而
悔
吝
生
、
情
偽
相
感
而
利
害
生
」
と
あ
る
。
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（
６
）
惟
人
心
一
正
…
『
孟
子
』
滕
文
公
下
に
「
我
亦
欲
正
人
心
、
息
邪
說
、
距
詖
行
、
放
淫
辭
、
以
承
三
聖
者
。
豈
好
辯
哉
」
を
踏
ま
え
る
。
（
７
）
變
而
通
之
…
『
周
易
』
繋
辞
下
に
「
易
、
窮
則
變
、
變
則
通
、
通
則
久
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
『
周
礼
』
の
〔
注
釈
〕
（
６
）
（
本
書
一
三
四
頁
）
を
参
照
。
（
８
）
何
啻
反
掌
之
易
…
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
に
「
曰
、
管
仲
以
其
君
霸
、
晏
子
以
其
君
顯
。
管
仲
晏
子
猶
不
足
為
與
。
曰
、
以
齊
王
、
由
反
手
也
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
斉
国
の
君
主
が
天
下
の
王
者
と
な
る
こ
と
は
手
の
ひ
ら
を
返
す
よ
う
に
容
易
い
と
説
い
た
こ
と
に
基
づ
く
。
（
９
）
孟
子
知
其
理
之
甚
速
…
孟
子
が
天
下
の
民
は
善
政
を
渇
望
し
て
お
り
、
王
道
政
治
を
行
え
ば
容
易
に
王
者
の
も
と
に
民
が
集
ま
る
と
説
い
た
こ
と
を
指
す
。
『
孟
子
』
離
婁
上
に
「
民
之
歸
仁
也
、
猶
水
之
就
下
、
獸
之
走
壙
也
」
、
同
梁
惠
王
上
に
「
誠
如
是
也
、
民
歸
之
、
由
水
之
就
下
、
沛
然
誰
能
禦
之
」
と
あ
る
の
な
ど
を
参
照
。
（
）
時
君
方
以
為
迂
…
『
史
記
』
巻
七
四
、
孟
子
荀
卿
列
伝
に
「
適
梁
、
梁
惠
王
不
果
所
言
、
則
見
以
為
迂
遠
而
闊
於
事
10情
」
（
中
華
書
局
評
点
本
／
七
・
二
三
四
三
頁
）
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
（
）
義
利
之
辨
…
『
孟
子
』
梁
恵
王
上
に
「
孟
子
見
梁
惠
王
。
王
曰
。
叟
不
遠
千
里
而
來
、
亦
將
有
以
利
吾
國
乎
。
孟
子
11對
曰
。
王
何
必
曰
利
。
亦
有
仁
義
而
已
矣
。
王
曰
何
以
利
吾
國
。
大
夫
曰
何
以
利
吾
家
。
士
庶
人
曰
何
以
利
吾
身
。
上
下
交
征
利
而
國
危
矣
。
…
苟
為
後
義
而
先
利
、
不
奪
不
饜
。
未
有
仁
而
遺
其
親
者
也
、
未
有
義
而
後
其
君
者
也
。
王
亦
曰
仁
義
而
已
矣
、
何
必
曰
利
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
な
お
『
孟
子
』
思
想
に
お
い
て
「
義
利
之
辨
」
を
特
に
重
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視
し
、
利
で
は
な
く
義
こ
そ
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
た
点
で
、
陳
亮
は
朱
熹
と
同
様
で
あ
る
が
、
両
者
の
義
利
観
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
両
者
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
王
覇
義
利
論
争
は
、
そ
の
こ
と
に
関
わ
る
論
争
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
福
谷
彬
「
陳
亮
の
「
事
功
思
想
」
と
孟
子
解
釈
」
（
『
南
宋
道
学
の
展
開
』
第
三
章
、
二
〇
一
九
年
四
月
）
を
参
照
。
〔
通
釈
〕『
孟
子
』
昔
の
先
儒
（
で
あ
る
程
頤
）
に
次
の
言
葉
が
あ
る
。
「
公
な
る
も
の
は
、
万
人
に
共
通
で
、
私
な
る
も
の
は
と
り
ど
り
に
分
か
れ
る
。
人
の
心
は
そ
の
顔
の
よ
う
に
各
々
同
じ
で
な
い
、
と
い
う
場
合
の
心
は
、
私
心
の
こ
と
で
あ
る
」
と
。
あ
、
私
心
は
一
た
び
芽
生
え
る
と
、
止
ま
る
所
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
先
王
の
時
、
礼
制
は
行
き
渡
り
名
分
は
定
ま
り
、
心
に
は
止
ま
る
所
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
天
下
の
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
心
を
探
り
、
自
分
の
親
を
親
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
者
の
親
も
親
と
し
、
自
分
の
子
を
子
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
者
の
子
も
子
と
し
た
が
、
そ
の
本
心
が
同
じ
で
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
周
王
朝
の
統
治
が
衰
え
、
王
者
と
し
て
の
余
沢
が
盡
き
果
て
る
と
、
利
害
が
生
じ
、
人
心
は
そ
れ
に
な
び
い
て
、
打
算
す
る
心
が
内
面
に
お
こ
り
、
思
惑
が
心
の
外
面
に
行
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
始
め
は
自
分
の
身
の
安
全
を
計
ろ
う
と
し
て
い
た
の
に
、
終
い
に
は
争
奪
や
誅
殺
に
ま
で
至
っ
て
、
そ
の
害
悪
は
四
海
に
及
ん
で
止
ま
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
孟
子
は
こ
の
時
代
に
生
ま
れ
、
天
下
が
こ
の
よ
う
な
乱
世
の
極
み
に
至
っ
て
い
る
の
を
憂
慮
し
て
、
そ
の
流
弊
は
救
う
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
た
だ
人
心
が
一
度
で
も
正
し
く
な
れ
ば
、
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そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
本
分
に
従
い
、
天
下
が
定
ま
る
と
考
え
た
。
ま
し
て
や
天
下
の
趨
勢
は
行
く
と
こ
ろ
ま
で
行
き
着
い
て
、
今
に
も
状
況
が
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
転
換
し
た
状
況
に
通
達
す
る
（
変
通
す
る
）
こ
と
は
、
手
の
ひ
ら
を
返
す
よ
り
も
容
易
で
あ
っ
た
。
孟
子
は
そ
の
（
変
通
の
）
理
が
迅
速
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
、
時
の
君
主
は
そ
れ
を
迂
遠
と
し
た
。
私
は
以
上
の
こ
と
か
ら
、
斯
道
が
行
い
が
た
い
の
で
は
な
く
、
人
心
が
正
し
が
た
い
と
の
だ
と
分
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
よ
く
『
孟
子
』
の
書
を
読
む
も
の
は
、
人
心
を
正
す
こ
と
が
主
で
あ
る
と
知
ら
な
く
て
は
な
ら
ず
、
人
心
を
正
す
こ
と
を
求
め
る
者
は
、
義
と
利
の
わ
ず
か
な
区
別
の
中
で
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
諸
君
ら
と
も
に
、
こ
れ
を
試
み
る
こ
と
し
よ
う
。
三
む
す
び
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
訳
注
で
取
り
上
げ
た
「
六
経
発
題
」
「
語
孟
発
題
」
は
乾
道
八
年
（
一
七
二
）
、
陳
亮
が
三
〇
歳
の
比
較
的
早
期
の
著
述
で
あ
る
。
ホ
イ
ト
＝
テ
ィ
ル
マ
ン
氏
は
、
「
発
題
」
執
筆
時
期
の
陳
亮
は
、
二
程
を
祖
述
、
顕
彰
す
る
著
作
を
多
く
残
し
て
道
学
を
尊
崇
す
る
立
場
に
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
、
後
の
朱
熹
と
論
争
し
て
い
た
時
期
の
い
わ
ゆ
る
「
功
利
思
想
」
と
区
別
し
て
分
析
し
た
。
本
訳
注
で
も
陳
亮
が
「
発
題
」
で
二
程
や
道
学
系
統
の
儒
者
の
説
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
部
分
を
適
宜
指
摘
し
た
。
も
っ
と
も
、
訳
注
を
進
め
て
い
く
中
で
気
づ
か
さ
れ
る
の
は
、
こ
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の
著
述
に
お
け
る
、
単
な
る
二
程
の
祖
述
、
敷
衍
に
止
ま
ら
な
い
陳
亮
の
独
自
の
思
想
に
つ
い
て
で
あ
る
。
執
筆
者
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
「
発
題
」
に
は
、
そ
の
後
の
陳
亮
の
「
功
利
思
想
」
（
ホ
イ
ト
＝
テ
ィ
ル
マ
ン
氏
の
分
析
に
お
け
る
③
の
段
階
）
へ
と
つ
な
が
る
発
想
が
既
に
現
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
こ
の
著
述
は
純
粋
な
二
程
の
学
術
の
祖
述
、
敷
衍
と
い
う
よ
り
、
後
の
陳
亮
思
想
へ
至
る
原
型
と
し
て
見
る
こ
と
が
相
応
し
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
「
む
す
び
」
で
は
そ
の
観
点
か
ら
「
六
経
発
題
」
「
語
孟
発
題
」
の
内
容
を
ま
と
め
た
い
。
①
事
物
相
即
の
「
道
」
「
論
語
発
題
」
：
「
道
之
在
天
下
、
無
本
末
、
無
内
外
。
」
「
書
経
発
題
」
：
「
夫
盈
宇
宙
者
無
非
物
、
日
用
之
間
無
非
事
。
」
「
詩
経
発
題
」
：
「
道
之
在
天
下
、
平
施
於
日
用
之
間
。
」
こ
れ
ら
の
言
葉
は
い
ず
れ
も
「
道
」
を
超
越
的
な
も
の
で
は
な
く
日
常
的
な
も
の
と
し
て
説
き
、
眼
前
の
事
物
の
重
要
性
を
強
調
す
る
内
容
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
自
体
は
「
論
語
発
題
」
注
（
６
）
で
示
し
た
よ
う
に
、
二
程
に
も
同
様
の
考
え
方
が
存
在
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
陳
亮
の
独
創
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
陳
亮
は
右
の
説
を
持
論
を
展
開
す
る
文
脈
の
中
で
説
い
て
お
り
、
そ
の
主
張
の
方
向
性
に
は
、
彼
独
自
の
思
想
を
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
陳
亮
は
「
論
語
発
題
」
で
『
論
語
』
に
形
而
上
的
な
解
釈
を
施
す
立
場
を
批
判
し
て
「
論
語
一
書
、
無
非
下
學
之
事
也
。
…
學
者
求
其
上
達
之
説
而
不
得
…
又
從
而
爲
之
辭
曰
、
此
精
也
、
彼
特
其
粗
耳
。
…
夫
道
之
在
天
下
、
無
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本
末
、
無
内
外
。
聖
人
之
言
、
烏
有
舉
其
一
而
遺
其
一
者
乎
。
舉
其
一
而
遺
其
一
、
則
是
聖
人
猶
與
道
為
二
也
。
」
と
言
う
。
陳
亮
は
『
論
語
』
で
説
か
れ
る
こ
と
は
す
べ
て
形
而
下
的
な
「
下
學
」
の
こ
と
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
「
下
學
、
上
達
」
の
「
上
達
」
と
は
『
論
語
』
を
解
釈
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
「
精
妙
の
説
」
の
こ
と
で
は
な
い
、
と
説
く
。
こ
の
主
張
は
『
論
語
』
の
「
下
學
、
上
達
」
の
語
を
「
人
事
を
下
學
し
て
天
理
に
上
達
す
」
と
解
釈
す
る
程
頤
の
解
釈
を
念
頭
に
置
く
批
判
と
思
わ
れ
、
陳
亮
は
形
而
下
か
ら
形
而
上
へ
、
と
い
う
方
向
で
の
進
展
に
反
発
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
「
発
題
」
の
時
点
で
は
、
陳
亮
の
考
え
る
「
下
學
」
が
何
で
あ
る
の
か
な
ど
、
そ
れ
ほ
ど
明
快
に
展
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
よ
り
思
考
が
深
化
し
た
陳
亮
の
晩
年
の
著
述
へ
と
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
本
誌
前
号
で
取
り
上
げ
た
陳
亮
最
晩
年
の
著
作
で
あ
る
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
で
、
彼
は
「
天
下
豈
有
道
外
之
事
哉
」
と
説
い
て
道
と
事
物
の
一
体
性
を
強
調
し
て
い
た
。
こ
れ
は
右
に
並
べ
た
「
発
題
」
の
説
と
同
じ
く
、
道
の
現
実
か
ら
の
超
越
性
を
否
定
し
、
そ
の
卑
近
性
、
日
常
性
を
強
調
す
る
主
張
で
あ
る
。
更
に
陳
亮
は
「
勉
彊
行
道
大
有
功
」
の
中
で
、
「
好
聲
、
好
色
、
好
貨
、
好
勇
」
と
い
っ
た
感
情
、
欲
望
は
万
人
が
持
っ
て
い
て
当
然
の
も
の
で
、
君
主
は
厳
し
い
修
養
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
否
定
、
抑
圧
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
万
人
も
同
じ
感
情
や
欲
望
を
持
つ
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
感
情
、
欲
望
を
「
拡
充
」
す
べ
き
で
、
そ
う
す
る
こ
と
が
王
道
政
治
で
あ
る
と
説
い
て
、
欲
望
肯
定
的
な
王
道
論
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
晩
年
の
陳
亮
思
想
に
お
い
て
は
、
道
と
事
物
の
一
体
性
を
強
調
す
る
主
張
は
、
「
道
」
は
厳
し
い
修
養
の
結
果
や
っ
と
知
覚
で
き
る
も
の
な
の
で
は
な
く
、
万
人
が
日
常
的
に
知
覚
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
思
想
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
「
発
題
」
に
戻
る
と
、
「
発
題
」
の
中
に
も
同
様
の
考
え
方
が
出
て
い
る
。
「
論
語
発
題
」
で
は
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『
論
語
』
を
読
む
読
者
は
「
心
之
所
同
然
者
」
を
求
め
る
べ
き
と
言
う
。
ま
た
「
詩
経
発
題
」
で
も
『
詩
経
』
は
正
し
い
「
民
情
」
を
伝
え
る
詩
を
集
め
て
い
る
と
説
く
。
い
ず
れ
も
日
常
的
に
存
在
す
る
卑
近
な
心
情
に
「
道
」
を
見
出
す
立
場
と
言
え
る
。
②
「
変
通
」
思
想
「
孟
子
発
題
」
況
其
勢
已
窮
而
將
變
、
變
而
通
之
、
何
啻
反
掌
之
易
。
」
「
周
礼
発
題
」
人
道
備
、
則
足
以
周
天
下
之
理
、
而
通
天
下
之
變
。
變
通
之
理
具
在
、
周
公
之
道
蓋
至
此
而
與
天
地
同
流
、
而
憂
其
窮
哉
。
」
「
書
経
発
題
」
昔
者
聖
人
以
道
揆
古
今
之
變
、
取
其
概
於
道
者
百
篇
、
而
垂
萬
世
之
訓
。
…
古
之
帝
王
獨
明
於
事
物
之
故
、
發
言
立
政
、
順
民
之
心
、
因
時
之
宜
。
」
右
に
挙
げ
た
の
は
「
は
じ
め
に
」
で
董
平
氏
も
「
発
題
」
の
特
徴
的
な
思
想
と
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
陳
亮
の
「
変
通
」
思
想
に
関
わ
る
記
述
で
あ
る
。
陳
亮
は
「
道
」
と
は
絶
対
不
変
で
は
な
く
、
常
に
世
と
も
に
移
り
変
わ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
、
為
政
者
の
努
め
行
う
べ
き
こ
と
は
、
古
来
の
考
え
方
を
守
旧
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
各
々
の
置
か
れ
た
状
況
の
中
で
時
宜
に
即
し
て
変
化
さ
せ
る
（
＝
「
変
通
」
）
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
な
お
、
陳
亮
は
後
に
朱
陳
論
争
の
際
に
も
同
様
の
主
張
を
説
い
て
お
り
、
陳
亮
は
朱
子
か
ら
「
古
と
今
と
で
は
道
理
が
異
な
り
、
聖
賢
の
こ
と
も
詩
全
て
は
規
範
と
な
ら
な
い
と
見
な
し
て
い
る
」
（
『
朱
文
公
文
集
』
卷
三
六
、
「
答
陳
同
甫
」
六
／
『
朱
熹
集
』
、
四
川
教
育
出
版
社
、
三
・
：
「
：
「
：
「
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訳
注
（
二
）
（
中
嶋
・
福
谷
）
一
五
九
一
頁
）
と
の
批
判
を
受
け
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
「
六
経
発
題
」
「
語
孟
発
題
」
は
、
陳
亮
の
早
期
の
著
述
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
は
明
確
に
道
学
の
影
響
が
見
ら
れ
る
が
、
詳
細
に
見
る
と
、
後
に
朱
熹
と
対
立
す
る
と
こ
ろ
の
陳
亮
独
自
の
思
考
が
す
で
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
